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昭和34年

来京国体、Ｌ級４位羽賀猛男。

昭和35年

新潟1却体実行委員会(黒埼村>発足。委

11及樺i汁太郎(111埼村総務課長)、次長

箙村栄IMI以ドスタッフ70打という村を

あげての収I)靴みであった。

昭和36年

第３代1M協会会良に吉田古平(県議会

議員)を選出、事務局奨宗村栄助(黒埼

村牧行委員会)。

ローマ･オリンピックjmilit兼選手団帰

ｌｌＩ報ｌｌｉ会(会j山!H崎’'１学校体f『航)。

飯mWkff(法政大監ff)以下銀メダルの

三宅選手他４打の１１本代衣避乎がi１吋技。

三条正量挙協会ill立。撫埼村での帰国

報告会の帰途、三条市でもその模範演

技を披露してもらう為、怠連協会を設

血、会｣と渡辺if一(三条i、:同脊倣艮)。

このu(、iIi内神lUl神社の祭りでは境内

でﾉﾉ[I性大会がi｢わＩし、大いに賑わっ

たという。

第２１回全n本避手権大会DII催(会場黒

埼''１学校体育館)。

昭和37年

斯潟l1Ii笈商校令HI11lI･定時iiIにjIMil:挙

部iII仏ｌ１ｉｌ時にⅢiWj体迎lⅢWuoWlO11部

及太I｢1磯(1M立刺r潟1Wi業iiii校及>、姿且

災渡辺力(新潟商･全Ⅱ制)、委員久我

寛(新潟商･筵１１識lDo

lﾘ１拍大学爪趾挙部、黒埼村で合宿(こ

れが紬で、翌年同大学卒業の４選手が

祈潟Ⅲへ就職、１１Ｍt我として、体に出

塒することになる)。

岡IIIlIl体、１Ｍ埼村よりＵＬ察川を派迦。

Fe級７位羽賀醤ｿ)。

昭和38年

稀判鋼習会(会場新潟市立寄居中学校)。

lIl1Alではじめての講潤会、当時まだ判

定畑もなかったため、非とt1のセルロ

イドのド蚊で判定を災示し、災技の勉

強をしたという。

灸、高校総体(徳島市)Ｆ級７位大野式

(新潟商定時制)。本県高伜達として初

めての出鰐．新潟商会Ｆ１制３潴、定時

新溜会M1は、iIiIAliII;枚レスリングリー

グ戦の会｣凸で休憩時、に爪徽挙の実技

指導が行われ、腕に自信の一般ファン

も飛び入I)参加し、その'10で玉木秀雄

(新潟市･小野鉄工所)が優秀選手とし

て我彰された。

昭和25年

lMsfi桁導潴踊習会。二laIⅢⅡＩ敬育委側

会社公体育裸、識師井口幸郷氏。

鵬沢温H1の小学校を会場に、指導者を

対象とした跡習会を災施した。

昭和26年

姉６１回Ｉ広KblK1体へ1《木秀雄lLjⅢ。

新潟I1iの愛好粉を'''心とした競技レベ

ル６１(,Ｉ上し、腿lWjmi浜文郷、矢野学(新

潟市立]:楽i(li核)、駕尼古光のスタッフ

と共に、手さぐりながらの練習を爪ね

た結染の111内初のＩH1体ｌｌｌｊ９であり、こ

れを契機に本ⅡＩウエイトリフティング

界b1lil氏作fI人公、会Ⅱ本巡T･HWniを

身近なロ標とするようになる。

昭和29年

班ＰＩＦ｣とに｣&谷川爪造(新潟117.及杼爪ス

ポーツ)を避川。

第３li1IlIl陛体f『大会、Ｍ級Hf勝梅沢俊

犬(折ililTI7･IIilijm商)Ｔ312.5kg1M新１１．

鰍(ﾘＭｉのlili、ＩＩＬ内のi1d鰍として独って

いる11k初の新Md鰍)。

昭和30年

神奈川h１１体、Ｍ級３位梅沢俊犬。

1M協会jilI文以来、初めて同腿体育大会

人質稀が廷生。

昭和31年

兵111(|刊体、Ｌ級５位羽lWiliﾘ)(姉一印

ＭＩ)、Ｍ級４位梅il《俊犬(Uilijm商)。

昭和32年

筋1MⅡ11体、Ｌ級７位羽賀所ﾘ)、Ｍ級５

位梅沢俊夫。

昭和33年

商IIllIl体、Ｌ級７位羽賀術ｿ)。

この時代iJilMIした逆手は、羽倒の他に

コーチとしてhliUl克豚(苑一印Iｶﾘ)、Ｆ

級野pIllF雄、Ｂ級lllUl定占(111田鉄｣:)、

Fe級武石抑皮、Ｍ級小熊秀雄、ＬＨ級

命ﾂ１２二,11('111京)があげられる。

〈沿革＞

協会創立に至るまで

ウエイトリフティングが新潟県には

じめて細介されたのは、IlHjfIl23年(19

48)6,12,1311の両Ⅲ、新潟市越佐口

治公iiiでI1IlI111された「ロ際スポーツ解

税鋪習会」においてである。

この蕊習会は県内スポーツの先覚稀

でもあった師尾源巌によって提唱され、

北日本体育文化協会が主lidしたもので、

レスリング、ボクシング、フェンシン

グ、ウエイトリフティングの４mⅡが

この時繍介された。ウエイトリフティ

ングの踊師は、この年第l1iiI余n本避

手権大会Fe級で優勝したりn局虎列氏

(豊野県出身)であった。

その後、レスリングの風Ⅲ栄一氏

(現在1Mレスリング協会謁替会1t)のコ

ーチで当時余lfllIt強のin１校レスリング

避手に爪lit鵜が敬えられたり、またil聯

習会の会場になった越佐I2Iifi会航で

は、備え付けの練習器兵で新潟進耽の

米軍兵士の練習する姿が兄らｵしるな

ど、J1ijit拳の芽が新潟に根づきはじめ

たのである。

そのような'１０で、この競技を虹に艸

及発展させるにはきちんとした組倣が

必要と、翌昭和24年新潟県Ⅲ赴挙協会

がiiIl立され、初代会災として師尼源蔵、

事務局は新潟市西堀ｊｍ３村IIIifi古方に

おかれ、同時に県体育協会に加盟した．

〈年次別概況＞

昭和24年

新潟1Mm量挙協会flIl立。

12月、県重赴挙協会、新潟日報社共催

「重量鵜演技解説会」卿師Ⅱ:ｕ幸男氏

(当時灸ｕ本F℃級避手柵者、その後ｎ本

ウエイトリフティング協会JMpI`災)、

繩、職氏(｣,q柵IJI大学学２１；、呪｣Iq柵１１１

大学教授)、及岡金嶋は111立及IMjini枕

で、同じく牒及まもないフェンシング

と同時に行われ、はじめてみる新競技

に観衆の興味は大いに沸いたという。
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制３名、FllIll名、新潟明訓１名の８

名からなる避乎団。全図高校総体遠征

途１２、ｌﾘIifi大学で鋼確合宿を行い、l

lUをオリンピックn本代表チームの合

術抑習に参加させてもらう。

安堪ini校牧分校Hilii挙部ilIlIllt。MlilMl水

沢昭雄。０１'京大学でⅢ赴挙を経験した

水沢がi11段。

三条T:業iiH枚imHPiAi部､11識。MnlIIl艮井

孝平。三条協会H1血に110係した艇井が

新IMI:のり)子校だからとIDIきかけた。

'1111同体、Ｆｅ級３位荒木剛(ｌｌＷｉ材体

協>・

昭和39年

当時、全lnljIh強の明ifi大学より荒木、

1111｣、鈴木、阿部の四逆手が相ついで

ｌＨＷｉ村体frMI会、国体I1U務脂iに就職。

地jLlMMi材、iUri鰯巾の巡乎を加え新潟

|叫体に'111けた巡手[､１１のlIi芥がととのっ

てきた。強化合iiiは主として蝿埼村緒

111:温泉を術含にし、撫埼１１１学の一角に

処てられたⅢ崎村立のmJit拳練習道場

で純iWが行われた。昭和39年に入ると

腿lIll休暇だけでなく、土Ⅱ合iiTも執繁

に行わ北村氏や隣接の０１１学娠が多数

応援にilﾙれるなど凱什６人って、その

熱凱は爪点に逸した。

６月７Ⅱ新潟同体ウエイトリフティン

グ競技１１１１聯(会場狐埼村立大野小学校

体ffhmo天11杯総合５位〈天皇杯得点

3.5』A()、一般総合３位、一般Ｆ級５(l〔

大野武(I1lHK脇)、Ｂ級５位鈴木１，１，(、

徴)、Ｆｅ級４位協木NII(111仲協)、Ｌ級

優勝IIIII脆弘〈ｌＭＩｉ材体協)397.5kg日

本新、Ｐ122.5kg大会新、ＬＨ級２位

鈴木孝久(Ⅲ|M体'１１務局)405kg大会新、

ＭＨ級２位阿部正神(金rIl製作所)、商

校Ｆ級７位横村一夫(新潟商定)、Ｂ級

６位小川三好二(tI山)、Ｆｅ級５位宏鯉

正一(祈潟iilj定八Ｌ級５位水滞正彦

(新潟Illi)。この年、東京オリンピック

が10月にⅢlIlMされるため、［玉１体は６月

に行われた。まさに全I到と1M内に大ス

ポーツイベントが1111催されるという熱

飢の１１で．｜Ⅲ柵H1が天１１杯を砥得する

という史l:はじめての快挙に、１１協会

も文IIIRする小ができた。

昭和40年

全図商校総体県予選会(高体連主催で

はじめてⅡⅡ伽)川体優勝新潟商定時制。

他にWi潟11W分Ⅱ制、Ｆ１山、安塚牧、三

条l:の５チーム、３２迦乎がｌＩＩｊ９。

斬潟ｉｉｉの生徒よ1111にプラットフォーム

を役iil“、２１{艇のｌｆ駄箱の|Ⅲにはさま

れてＭ<合したifiiIl)UIの思い出である。

全lL1iiIi枕総体(大分、賜布院町)。Ｆ級

３位羽深lW-･(変塚牧)、Ｂ級優勝安藤

正一(新商定)。誕生まもない本lHiHi体

連専門部で、ざっそく初めての優勝稀

を出すことができた。

岐Iillq体(土岐市)、一般総合７位、一

般Ｂ級優勝鈴木1町血(Ⅲ埼村体協)、Ｍ１１

級阿部正禅(金ｌｆｌＩ製作所)。iii５校、一般

合Iiilの夏季強化合宿(会場MMili付公腿

館)を行い、以降毎年恒例となる。三

条工業高校顧問、この年新卒で赴任の

'１j村節夫就任。三条巾mUit糸協会皿耶

艮渡辺木五(酒井鉄工所)就任。

昭和41年

全国iWi杖総体(宵森･糾石ili)Ｂ級２位

羽深博一(安塚牧)。

大分国体(湯布院町)天皇杯総合７位(天

皇杯得点２点)、一般総合４位、一般Ｆ

級４位阿部商一(Iﾘlifi大八Ｂ級４位鈴

木mlli(1lLljii材体協)、ＬＨ級７位鈴木

孝久(111埼村体協)、Ｈ級２位阿部l[灘

(金'１，１製作所)。

昭和42年

埼玉国体(羽生市)、一般Ｆ級優勝阿部

高一(明治大)。

昭和43年

会IlFIiii校綣体uZSKb･府'''１１i)、Ｆ級８

位石丸栄一(三条工)。

昭和44年

全国高校総体(群島･藤岡市)Ｆ級５１lx石

渡秀美(新商)、Ｂ級６位石本孝行(新

商定>、匪級８位佐野皿治(新iWi定)。

艮崎lfl体(松iiliUIi>、一般Ｆ級２位阿部

imIi-(Iﾘlih大)、Ｆｅ級７位IuIilIj丈支(新

潟Ili教委八Ｍ級６位憾棚政災(liL大)。

昭和45年

全国高校総体(和歌山･叩本iIi)。Ｂ級

７位金子隆(三条工)。岩手同体(il:刺

市)、一般Ｂ級７位咀悔丈支(新潟巾散

委)、Ｌ級５位憾橋政典(１１１稲Ⅱ１人>・

昭和46年

県協会理事跿宗村栄助(冊埼村牧姿)就

任、満作迎委貝焚久我寛(新潟IHi)就任。

全国高校総体(徳島･鵡局町)学校対抗８

位三条工、Ｂ級３位古沢傾一(三条正)。

高校生を中心に初の1M外遠征(細Lb･いわ

きiIj)を文施し、，iii枚の同体ブロック予

選皿過、本１列体iii枝･一般で総合]２位入

賞を目指したが慌しくも成らなかった。

和歌111国体(串本町)、一般総合７位、

一般Ｆ級２位阿部高一(細田組ハＦｅ級

４位叫海丈支(新潟市教委)、Ｌ級７位

徳橋政爽(日憐)。

この時代Wi8Wlしたその他の一般巡乎と

してIVH出三ﾘ)([l憐)、入野武(Ⅱ水大>、

今）}:緋i台(Iﾘlifl人)、ihi橘IﾘI(l1LliiiIII大)、

鶴藤清貴(Iﾘlifi大)、伊藤良二(大阪獅

大)、がいる。

昭和45年から昭和47年にかけて、iIi川

簡校が秋季大会団体優勝、全国商校総

体に個人出場するなど活鋼した。

昭和48年

この年からＰを廃止、Ｓ、Ｊの２弧１１

となる。

艀、三条JJM外巡征(１'央大学)．

第１回北信越高校選手権大会(福井)、

Ｍ体優勝三条工(以降、同校は昭和５７

年まで７回の団体優勝をする)。

全国商校総体(三正･旭山市)、Ｌ級２

位金仲雌雄(安塚牧)、Ｍ級６位ＨⅢ11ﾐ

ﾘ)(三条正)。

凶体ブロック予避(金沢市)、ブロック

予選が来梅北信越から北信越より１県

となって３年目にあたる。前２年とも

惜しい所で術111県に敗れている本県が

遂にブロック代表となって、地jLllIIIlli

の新潟[到体以来10年ぶりに同体出柵ＭＩＩ

を１１ﾄる゜「災い11M試合をみてきたが、あ

んなに－武技毎に一喜一憂、スリリン

グな試合はなかった」と今でも関係湘

は詩う゜

千葉国体(船橘市)、天皇杯総合４位(天

皇杯得点４点)、高校総合２位、高校

Ｆ級４位小林寛(三条工)、Ｆｅｉｌｔ５位渡

辺-1111(三条l:)、Ｌ級２位金ﾉﾄI31uMf(安

塚牧)、Ｍ級２位目黒正男(三条工)、ＬＨ

級３位田中一(新潟商)。「金井、田中

の２人の３年生と三条工の２年生３人

を加えた各校のエースからなる選抜チ

ームは、階級のバランスもチームワー

クも良く理想的なチームだった」と監

概の久我は闘う。

昭和49年

間体連委貝便中村節夫(三条工)就任。

全図高校総体(福岡･北九州市)、学校

対抗３位三条工、Ｆ級優勝小林寛(三

条工)Ｌ級７位大塚久良(安塚牧)Ｍ級

２位Ill1Mill)(三条正)。学校対抗は、

強豪命｣uL農(秋田)、新鋭明石北(兵蠅）

の３校の競い合いの中、伝統の秋田が

優勝、惜しくも涙を呑んだ。

同体北信越ブロック予選を三条工でIHI

催。新潟IRI体以米初めての県外選手の

参hIIする大会、施設･設備がなくて大変

苦労した。茨城同体(北茨城I1i)、ｘｌｉ１

杯総合５位(犬蛾杯得点４点八高校総

合２位。商校Ｆ級優勝小林寛(三条工)、

Ｂ級６位棒正直(三条工)、Ｌ級優勝目

黒正男(三条工>、Ｓ117.5kg日本高校

新、Ｍ級３位波辺一哨(三条工)、ＬＨ

級７位大久保義存(三条Ｌ)。新潟ロ馴

紙｣Ｌ「１WかなIlH志のり)」とii1Iiされたロ

1Mは、Ｓ第一、第二試技とも悩爪にク

リアー、第三試技一気に7.5kgあげて

117.5kgの日本高校記録にいどむ。思

いきって頭上に引きあげたあと、経験
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級優勝小林寛(同避手はこの大会昭和

57年、昭和63年でも優勝）

昭和55年

モスクワ･オリンピック52kg級日本代

衣に岡橋雅刺l選ばれる。ここ１０年余、

余日本のトップを｡.Ｗ)、このオリンピ

ックが選手生活の巣大成のはずであっ

た同選手にとって、日本の不参加は硯

念の極みであった。この後、悔しさを

ぶつつける様に、」さ海I到際大会におい

て11本タイ紀録で兄JIF優勝した。

全[副ll1i核総体(愛雌･斬仰;浜TIT)、８２．５

kg級２位大1Ml擬jnl(三条正)。

栃木国体(小山市>、天皇杯総什６位(天

皇杯得点６点)、少年総合２１k．成年５６

kg級２位小林寛(三条市役所)、６０kg級

５位新ﾂﾄ兎in('１１央大)、少年75kg級優

勝佐野彰〈三条工)、82.5kg級５位人Ｉｌｌｌ

綻和(三条]:)、９０kg級２位大IMI俊1Ｗ(三

条工)。この年、少年jIMTl:級に好巡手

をそろえた三条工。ところが全miHi核

総体はまるで不振であった。

その反省と練りに練った練習iifIlii、コ

ンディショニングは兄ﾕＩＦ結爽、地沁栃

木に次ぐ１１k侭'1》となり、IML柵中村の会

心の試合となった。

昭和56年

余日本選手権大会52kg級３位小林寛(三

条市役所)、６０kg級３位新)|:克治(ＫＫ

商俄)。

滋賀Ijl体(安錘川可)、成年60kg級４位

新ｿﾞﾄ克治(KKimi髄)、100kg級８位lIfl

内喜典(中央大)。

昭和57年

第10回北信越大全開雌、会｣淵三条ili総

合体育館。三条工７回目の団体優勝。

世界選手樅大会(ユーゴスラビア)、６０

全国高校総体(岡山･商梁市)、５２kg級

７位大塚克久(安塚牧)、82.5kg級３位

堀内専典(三条工)。

秤森凶体(平賀町)、成年75kg級８位目

孤正ﾘ】(０１$央大)、少年75kg級４位佐野

利正(三条工)、82.5kg級３位堀内轡良

(三条工)。新潟県選手団の旗手に堀内

が選ばれ、無邪大任を果たす。

昭和53年

型耶艮叫海丈支(新潟市教委)、事務局

阿久iIt文雄(三条商)就任。

世界逆手梱大会(アメリカ)、５２kg級８

位商橘稚朝(糸魚川商教)、同選手は翌

ギリシャ大会にも連続出塒。

艮野国体(飯山市)天皇杯総合５位(天皇

杯得点6.5点)、成年２位。成年52k録優

勝小林寛(８１０央大)、５６kg級４位高橋稚

jWl(糸Kl川iii紋)、８２５kg級３位目111正

則(中央大)、９０kg級３位松隆雄資(DIj央

大)、少年60kg級４位外山久徳(三条工)。

モントリオール･オリンピックＦ級４

位の商橘雅朝(旧姓竹内)が埼玉県から

本県に移癖、丁度商体述育ちの大学生

がl1Ui調に０１１ぴての長野同体で久ぶりに

成年が２位、犬n杯総合も５位に入賞

することができた。

昭和54年

三条市総合体育館ウエイトリフティン

グ鍋竣工(以降、ここを会場に県内大

会の多数が'１１１催される｡）

今[M1商校総体(兵庫･明而市L75kg級

２位大IIIiii(三条工)。

樹埼国体(新商町)、成年52kg級２位小

林寛(日徴)、５６kg級８位高橋稚朝(糸魚

川高教)、82.5kg級３位松尾謙資(中央

大)、少年75kg級４位犬山微(三条工)。

全11本社会人選手柵大会(栃木)、５２kｇ

の無いⅢ趾に身体全体が沈み込むが、

グッと路んぱって兄螂成功、遂にⅢ内

選手初の日本間校紀鰍を樹立する。

昭和50年

会同商校総体(111梨･山梨市)学校対抗

５位三条工、Ｆｅ級６位斉鰯成雑(三条

工八Ｍ級４位松尾雌資(三条工)。

言TIT同体(亀111市)、少年Ｌ級優勝松尾

謙資(三条工)。

第１回Jr世界週乎梱大会(フランス)、

52kg級４位小林寛(111央大)。初めての

世界大会、愉しくも銅メダルは成らな

かったが、ようやく世界を蝿台にiliBIlＩ

する選手がでてきた。

県記録、県高校記録、各大会記録を制

定。簡校の全国レベル到迅を機に過去

の全公式大会の紀蝕を整理し、１年の

触術期IlUを経て制定、大会プログラム

にも必ず禍戦するEIIとする。

昭和51年

第１回新潟･山形iWi校定期1112(合羽山形

荘内農)他県の強豪チームに学ぼうと

いう避手強化策の１つとして始まり、

以降毎年交互に会期を狐』し銃く゜

結局このjIi、全lmiii核総体は山形(羽

11l工)、｜]６１体少年は新潟が優勝したJIF

を考えると、まさに的を得た強化対筑

であった。

全国高校総体(艮野.Ⅲ科目T)、学校jhl1jt

４位三条工、Ｂ級新井克治(三条工)、

ＬＨ級優勝小叫栄二(三条工>・

佐貿国体(有田ili)、天旦杯総合２位(天

息杯得点12.5点)。少年総合優勝。成

年Ｆ級５位小林寛('１１央大)、Ｂ級８位

古沢慎一(自営)、ＬＨ級８位目Ⅲ正男

(中央大)、少年Ｂ級２位新ﾂﾄ克治(三

条工)、Ｍ級優勝小倒栄二(三条工)、

ＬＨ級７位堀内専艮(三条工)。

この年から、国体の柧別と週手数が成

年４名少年３鴇となり、両校のブロッ

ク予避は廃止、両柧別とも本大会へ出

場可能となる。

遂に国体の少年総合で優勝を飾る快挙

の年となった。三条工の３巡手の活皿

が迎ロ新川紙｣Zをlluiわし、大肚点MklIト

の結果、本IILが天馳杯総合で中位へＨＨ

逸するもととなった。優勝の小蝋は、

全国高校総体･国体と６６拭技成功、

自己新記録による逆転優勝という神が

かり的な活蹄であった。

昭和52年

鋪５，北侭越大会(公柵三条川:)、４１m１

１｣の１１１体優勝をする。

JrlIt界避乎梱大会(ポーランド)67.5ｋｇ

級松尼雛資('１１央大)出場。

全日本選手楠大会52kg級３位小林寛(１１３

央大)。 昭和51年、会回寓較鞘体･図体で優勝した小回栄＝遡手
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k9級新ﾂﾞﾄ克論(ＫＫ高儀)出場。ｌ可選手

全11本社会人(群馬)67.5kg級優勝。

全Ⅱ本選手術大会52kg級優勝高橋稚朝

(新潟養幽紋、全ｎ本避乎椛皿算７回

Ⅱの優勝)。

全lI1ibi枚総体(ＩＩＥ兄周･牧1測町)、６７．５

kg級７位山本Jl19l(三条工)。

陶根同体(出欝市)成年総合６位、成年

52kg級優勝商橋稚朝(新潟養護教)、５６

kg級７位小林寛(三条市役所)60kg級３

位Wrｿ|:兎拍(KKilii雛)、少年67.5kg級

８位111本j1ﾐﾘ)(三条｣』>・

断校ll1外iK1lIi(ロ本体育大)。

新ilmⅢ体育|Ａｌ公50年山発刊(ウエイト

リフティング協会細執飛'１０村節夫)。

ⅡＩ体協50年史発fIlに伴い、苦労して資

料を114めた。その１１から、田中一(自

灘)が０１山しになって染めたlfl体成績を

'１８村、阿久il1がまとめ、以降１ｺ体1M子

迎合のパンフレットに禍戦している。

昭和58年

ジュニア世界選手柚(エジプト)、７５ｋｇ

級佐野彰('１】央大)出塒。

三条工ＭＩＩルl､鍋栄二(新採用)。

昭和59年

ini体迎委ｌＵと間橋雅朝(新潟北)就tr･

新潟北(M1ⅡIlliI1i橋雅I0I)、、i:江雛工(顕llI1

中村節犬)に部創立。

全図iii核総体(秋川･大館市1100kg級

２位川iiiWII学〈三条工)。

１１姉ユース大会(潴古hliIj)、110kg級優

勝川瀬和孝(三条-匹>･

奈良lIil体（ドI1i町)、砿ｺﾞﾄﾞ52kg級４位小

林寛(三条iii役所)、６０kg級４位新井克

治(KKihiIlB)、少年75kg級６位須佐陸

Ⅶ(三条T:)。

商佼1M外巡iiK、埼玉栄高校。

昭和60年

採点制股技を実施(叉季介術時に)。

今EI1舟校総体(布川･珠州ili)、100kg級

６位llllIl他(新潟北)。

烏jIX図体(勝美町)、成年52kg級２位小

林寛(三条市役所)、100kg級３位堀内

牌瓜(新Ⅱ処業ＫＫ>、＋110kg級８位

川iliifl1学(１１央大)、少年67.5kg級５位

蝋dMi俊柵i(新潟北)。

昭和61年

第14m北付趣大会(会塒･新潟北)。

全国iWi杖総体(山口･下関市)、67.5kg級

３位蝋埼俊浩(新潟北>、９０kg級８位阿

部典介(三条工)。

111処､１体(御坂111｢)．成年52kg級３位小

林寛(三条IIi役所)、＋110kg級８位川

瀬和承(１１０央大)、少年67.5kg級２位藤

崎俊糖(新潟北)、７５kg級６位福IUjitllII

(新潟商)。

lIliIH核秋季入会100kg級Ｓにおいて、１１Ｍ

ロ腱(新潟北)が126.5kgの、本間核新

記録を樹立。

全Ⅱ本マスターズ(iII1llU)52kg級に加繭

康而](三晃堂杵店)初出棚。

昭和62年

県協会々錐に吉、六ﾉ[:エIDIl(llMlH会llII

員)就任。

全国高校総体(北海迫･士別市)90kg級

５位神田伸磁(新潟北)。

沖縄図体(風吸材)、成年52kg級２位小

林寛(三条T1i役所)、少年56kg６位村111

和兇(三条]:)。

輔１回北信越避抜大会(而川>に1M遮抜

チーム出珊、好成織をあげる。

昭和63年

全国商校総体(兵凧･州本市)、学校対

抗準優勝新潟北iWi枚、５６kg級優勝村山

和兜(三条工)、82.5kg級７位１０村腿三

郎(新潟北)、９０kg級５位神11Ⅱ111磁(新

潟北)、＋110kg２位山田典'し(Ni潟北)。

監督高橋の指導のもと、順調に力をつ

けて新潟北であったが、あと一歩で念

願の全図制剛はならなかった。優勝の

日川とは２点差であった。

京llUlII体(沿施町)、少年総合２位(Ｘ｣i１

杯11Ｍ(54点)、成fF52kg級Ｓ２位Ｊ２

位小林寛(三条iIi役所)、７５kg級Ｓ７位

藤崎俊治(Ⅲ体大)、110kg級Ｓ７位ＩＭＩ

口健(１１１央大)、少年56kg級Ｓ優勝Ｊ３

位村山和兜(三条J:)、82.5kg級Ｓ４

位.』７位''１村腿三郎(WiiHj北)90kg級

Ｓ２位Ｊ優勝+IIIlU0Il磁(新潟北)。

二巡nIKI体の｣11【初のｲﾄﾞ、久しぶり砿技

力が允爽した二ととiM点方式が変り当

１ｍ目が有ｷﾞﾘになった)１１６あって、県内

ではスキーに次ぐ大賦54点を得た。

１m韓ユース大会(千葉iIi)、５６kg級２位

村山和兜(三条工)。

ジュニア仙界避乎柚(ギリシャ)67.5ｋｇ

級藤崎俊浩(日体大)出場。

新潟工業に部iI1立(MlilUI中村節夫)。

平成元年

今回高校総体(徳偽･板野町)、82.5ｋｇ

級３位iMi橋弘樹(三条工)。

北ilfnilIil体(士別ili)、成ｲﾄﾞ56kg級Ｓ２

位.』７位村山和兇(11本大)、１１０kg級

Ｓ３位.』５位1111Ｕ腿(DII山犬)、少j1i56

kg級Ｊ８位町田利巡(三条｣』>、82.5ｋｇ

級Ｓ優勝･』２位蛎橋弘樹(三条工)。

三条通肚挙協会H1立301Mｺﾞﾄﾞilu念式典と

紀念大会をⅡⅢⅢ、砂llYll良治(ユニデン)、

松IdllK資(宵lLli､)逆手を棚待。

11本ＷＬ協会iiIl立50川年艇念災彰。１１i

Ill会此以下10名が我彬を受ける。

平成２年

全国崗校総体(宮城･村111町)、５６kg級

８位町田和ｉｎ(三条｣:)。

福岡国体(津屋崎町)、成年56kg級Ｓ７

位。』２位村山和晃(日大)、67.5kg級

Ｓ４位.』８位藤崎俊浩(日体大入＋110

kg級Ｓ４位.』６位IHlLl腿(11大>、少

年56kg級Ｓ８位．Ｊ７位町、和逝(三L)。

新潟県コーチサミット、分科全助酋将

関口修氏(日体大助教授)来県。

北信越高校選抜合宿(池の平温泉)菊田

(珠州実)先生の指導で、郷国式を練習

する。

平成３年

打川国体(珠州市)、成年60kg級Ｓ６位.

』３位村111和晃(Ⅱ大)、67.5kg級Ｓ６

位.Ｊ６位藤崎俊浩(藤崎処装工業)、

＋１１０kg級Ｊ５位関ロ健仲大)。北信越

大会(会場三条市総合体育館)。一橘出

版社より「筋力トレーニング」苑TII、

商僑雅朝･小凶栄二他共特。

平成４年

理事奨徳橋政突、事赫ljHf水寛就任。

111形国体(羽黒町)．成年60kg級Ｊ３位

村山和晃(日大)、＋110kg級Ｓ７位.』

７位関Ｕ腱(松浜小教)。

新潟北顧1111小鰯栄二、三条工MlUlll大山

微就任。

平成５年

来四国国体(徳島･盤住町)、成年99ｋｇ

級Ｊ８位諸橋弘樹(日本大)。

平成６年

愛知国体(瀬戸市)、成年110kg級Ｓ５位

．』５位'191=IIL(濁川小教)。

平成７年

１１t界マスターズ巡乎柵(オーストリア〉

70才以上54kg級優勝力Ⅱ藤川t可。

福島国体(いわき市)、成年十108kg級

Ｓ８位関Ｕ鮭(自営)。

北信越選抜合宿(新潟工・縮立温泉)。

月２回の週休を使い合IOil純倒を爽施。

平成８年

新潟県と中風Miu江省のスポーツ交流

事業により、ハルビンU1iの体育迎皿I技

術学院コーチ郭偉茄氏来県（７月から

８月まで滞在し指導>・節11,1北信越

社会人大会(石川･川北町)でI1HI1M。

〈現役貝＞

会催吉田六左エ門

副会奨加麗康司鳴海丈支

渡辺末五阿久津文雄

理事農徳橋政実

Hill理事茂中井昭夫野水寛

小帆栄二大山徹

理耶高梱雅朝田中-

塩野猛散新井克治

倉橋正弥片岡良一

中村節夫
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ｅ長野県
歴代会長

初代吉田

第２代村上

末男（昭和41平～）

裕史（平成３年～）
事面局〒390長肝県松本市Hl3-6-1松商学団高等学校内

牛山皮印TELO283-33-1210

昭和53年

第33回同体がllIl催され、少年52kg、Ｌ

田千1111高校の九111隆敏、７５kg級は梓川

高校の前、尤春、82.5kg級は飯11｣11(1mｉ

商校の吉越巡、成年はilj川秀俊(52ｋｇ

級、佐久ｉ１１ｌ防将八大姶斑状(67.5ｋｇ

級、松本郡Imldbi)、小林孝紋(75kg級、

【1本j曲迎)石井兎1,:(110kg級、宮野鉄

工)のフルエントリーで跳んだが、イｉ

弁克宜の７位入賞のみに終わった。

昭和54年

宮崎県で１１１１１１Mされた国体に参力Ⅱし、少

年では吉越巡(飯lII11I1孔>５位、此イトは

77仲児rL6位、坂ｿﾞﾄ峨而l(Ⅱ(ｌｉＭｉ楽人）

５位となった。

昭和55年～昭和63年

その後成年は、江波博司(松illj学|;ＩＭＩ

出、中京大)ベテランオi川秀俊、大恰

弼孝(松本iIi役所)、少年は松商学lMIiIli

が伝統を受け継いできたが、江波IWiTI

がＴｌ97.5kgで５位(奈良|Ｈ１体)、．〔1,J１（

国体では205.0kgで６位と２ｲ１２巡統人

賞、さらに60年度全ロ本インカレで6

210.0kgで選手権希となり、－１１Kソウ

ル･オリンピックの有ﾉJ候補選手にの

しこった。

平成元年～平成５年

平成３ｲﾄﾞにはIllIIJ宏樹、iWlllI磯IﾘI、淌

沢英彦(松Iilj学Md)の３人がⅢ大会でそ

れぞれ優勝、澗沢英彦は北倫越大会で

も優勝、全国高校総体で７位入賞、ｌｉｉｌ

年の団体でも７位に入賞した。また、

水川其樹(jlj央人)が金Ⅲ本９，it生巡乎１１M

大会で３位に人償、大輪IMI学は灸Ⅱ本

避手椛大会、企Ⅱ本社会人避乎柵大会

に１Ｍルし、入賞した。

平成４年からは、女子遮乎が大会に出

場するようになり、松本松IIiini校の避

乎、篠ノリ|:商校の避手が参力Ⅱした。特

に、綴ノルiWi枕の杉本猴災は平成４k1K．

１４皮５年の２ｲﾄﾞ|Ⅱ１，会[Ｈ１人公に参１１Ⅱし、

４位入賞した。

平成６年～平成７年

篠ﾉｿﾞﾄ高校が北信越iiii報毯`擴校ウエイト

リフティング簸技選手llii大会において、

には故古、末ﾘ)会１t、故森、徳太郎氏

の大変な努力のあったことを忘れては

ならなし､。

〈年次別概i兄＞

昭和43年

ILi武石iIilの古側弘、、営業の小111悟、

本郷村役叫の近噸武などを中心に図体

参加が始まった。

昭和46年

西武石油の古賀弘、自営業の小山悟、

本郷村役塒の近蝉武、拓殖大学出身の

ili川秀俊(佐久ｉ１ｌｌ防将>、隙上脱技から

松向した松下危送の飯AI)久AWiが加わり、

巡乎ｌｌｉは充実してきた。さらに丸111製

作所の樋ロ賢一が加入し、勤務の関係

から長野県に登録した彼は、市川秀俊

と共に本格的な知識と新しい技術を県

内に蝉入、iIi賀弘によって築かれたレ

ベルをさらに引き上げたのである。こ

のような状況の１１１で松商学団溺校111身

の大始瓢孝(松本郵便同)が国体選手と

して育ってきた。

昭和47年

促野I却体の53年'111催が決まり、５１年に

は全国闘技総体の１１１１催が決定した。国

体IhIけの競技ｿJIhl上耶業としてまず商

校対簸が始まった。

昭和49年

飯山北高簿学校、上田千曲商等学校、

梓川商等学校、南安曇農業高等学校の

什校に器具一式が貸与され、強化合宿

費なども予算化、この01$から上田千曲

商、梓川商輔学校がIMIDdlで行われた全

miWi枝総体へ本1M代表として参加し

た。

昭和50年

北信越商等学校ウエイトリフティング

競技避乎柵大会をI櫛安曇郡ＩＨＩ科町でIlN

liiした。

第12,余Ⅱ本社会人避乎柿大会を飯山

巾でⅢlIlliした。

昭和51年

全国商等学校総合体育大会を南安曇郡

理科町で開催した。

<沿革＞

協会創立まで

古代ギリシア･オリンピックで、す

でに行なわれていたウエイトリフティ

ングは、節７１m|オリンピックから三ｌｌｉ

Ｈ、体爪llIIの餓技となった。その後三

宅義償によって|刊比に強烈なＦＩＩ象をﾂ・

えたこの醜技は、数年Ⅲ１１１tがE1におけ

る11t界に通用する数少ない種目の一つ

として定軒した。しかしながら判定が

非鱗にむずかしく時々トラブルを起こ

すという理Ihから、１１本人の得意であ

るＰ競技の廃止で二棚Ⅱ(Ｓ、Ｊ）にな

ったことにより、我が凶のトップが世

界から遅れはじめたのである。このこ

ろ長野県は、完全実施をキャッチフレ

ーズに国体招致に全力を注いでいたが、

そのためには全柧目をIq内で行わなけ

ればならないので、すべての協会を股

立する必要があった。このような背猟

から松本市に茂野1Mウエイトリフティ

ング協会が1111立した。時に昭和41年４

月23日のことである。

協会は発足したが、なにもない状態

で始めなければならなかったので、ま

ず設備の耐から手をつけていった。IIL

鴬体育館(現在の松本市総合体育館)の

地下室に練習柵を段け、１１１からプラッ

トホーム、パーペルー式などが貸与さ

れた。数年のちに現在の練習場へ移転

をしたのである。また経験稀がいない

ので他県の大学や苅校のクラブや什柧

大会への見学を行った。さらに数ｍの

蹴習全力舩本iIi教育委倒会によって１１１１

かれるなど、地逝な努力の結来、１１M和

41年10月に第１回艮野1M選手樅大会を

開樅した。県ウエイトリフティングＭ１

会に保存されている報告11Fをみると、

紀鰍など現jniではlUlいもよらないよう

な数字があり、いかに技術面で低かっ

たかがうかがわれる。またルールの解

釈も正しく行われておらず、判定ミス

が多かったようである。とにかく卸か

しい第一歩が印されたわけで、この陰

９３



学校対抗で３位と飽閉した。

個人としては、岩井純徳、塚田和広(篠

ノリI:獅校)など、北侭越荷等学校ウエ

イトリフティング週手椛大会優勝、国

体入賞避乎がでてきた。

このように、少年では篠ノヅl:商等学校、

松iHi判MHii等学校、l刈谷工業商等学校

の３校を１１１心にして、底辺力拡大しつ

つあり、また、大学への進学により、

ウエイトリフティングをつづける避乎

６，毎年数名でてくるようになった。

今後も底辺拡大、鹸技力向上に－１Wつ

強化部員貝市川

和田

内山

奨中山

風小松

田中

長大輪

事江波

俊
直
正
則
雄
人
孝
司

秀
成
明
寛
嘉
勝

江波

永田

澗海

關
噸
率

とめたい。

競技部奨

競技部風
<現役員＞

村山裕史

丸林一密

飯島久雄

補原進哉

田中孝幸

小林康史

全奨

副全奨

副会艮

理來長

強化部艮

耶務局長

盛
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△富山県 歴代会長

初代中川滋次郎

第２代石原茂治

第３代椙森盛光

第４代金山正治

第５代古栃一夫

(昭和26-）

(昭和29～）

(昭和30～）

(昭和51～）

(昭和58～〉
車蘭周〒936宙山県滑川市北野149

菅沼麓洞TELO764-75-2866

本は５位、Ｂ級捌内も５位、Ｍ級の須

、４位で、高校の部の持点だけで天聖

杯第４位の4.5点を獲得した。これは

本1M協会としては初めての得点であり、

また現在に至る迄の雌高の成績となっ

ている。

上Au二人の研校生は、翌年２１]の大会

まで醜い合って新紀鰍をＩＩＬあった。

昭和39年度

東京オリンピックが開かれたが、本県

よりの選手出場は無く、競技会役貝と

して１１１橡、上田、大西が参加した。

l:峡iliの全ＩＥＩ満校総体でＢ級堀内、Ｆｅ

級商jMLともにⅡ↑し<６２位となる。

新潟1K1体では高校生が今、入賞、一般

避手もよく健闘し、天皇杯3.5点を痩

得し県別順位で第５位となった。

昭和40年度

[剛体一般の部で、Ｆｅ級の商畑が４位、

Ｌ級UMI３位、Ｍ級の鋼、６位、ＬＨ

級勝田が３位となり、一般の部の得点

だけで第６位となる。学生選手樅大会

ではＬＨ級で岩田(法大、滑川高ＯＢ）

が優勝した。

昭和41年度

lHjfiIliの全国iHi枝総体で、竹$'１(岱山

iWj)Ｂ級６位、竹111(H1｢川･定)Ｆｅ級３

位、江Ｉ(滑川）Ｌ級で６位に入る。

大分剛体一般の部、Ｆｅ級でiiii畑４位、

Ｍ級の須、８位、ＬＨ級で中島６位と

なった。

昭和42年度

NiWI:全l珂商核総体で術111商業が|洲体４

位。Ｂ級の竹CI1が５位、ＬＨ級で10材

も５位入賞した。

昭和43年度

広島全国高校総体で滑川の浦田がＭ級

で優勝。lib]級で富山商の高田(旧姓吉

田)は７位。

昭和44年度

群.恩余[則高校総体ではFe級で二川(旧

姓金IIL滑川両→ulU央大)が優勝した。

昭和45年度

110央大に進学した二川がFe級、高田

がＬＨ級でともに、学生新人戦で３位

このⅨ(よI)瓶lIIilli粟iii6校にも同好会が

発足し、活釛を1111姑した。

昭和32年度

iｉｆ川高校生３名が初めて、北海巡での

会同商校総体に参加した。

昭和33年度

'31111瓶lIIlm1体をIMI1Mし、史上初めての

民術となり、地元1k民との交流も盛ん

に行った。成績は雑戦し、ＭＨ級稲本

が８位に入ったのみだった。

秋田全囮商校総体にはnnll商業も参加

し、水腫iiW校生も部iiIiijjIをⅢ飴した。

昭和34年皮

11月と35KF611に111内でローマlL袷代

我巡乎の強化令布を行った。

この頃より術山北部、北日本芯波il；i枚

も橘､ﾉﾘしており、試合をiH化するのに

九一Ｈ要することもあった。

昭和35年度

1;Ir山全IIiliWi核総体の111Ｆ、ⅡＩ協会役１１

(li1、＿fIU、王水)らの大変な努力によ

り、’１１体優勝枚にilli松宮城を渡す邪と

し、県東部を１１心に弊金した。

ＬＨ級で''1lb(柑山商)が優勝した。

大学に地学する瀞も１１iえ、ｉｌｌ央大に初

村、llllb、法政大に石野、YlII1らが大

学レギュラーとして、また本lHjiE平と

して囚体でも大いに析馴した。

昭和36年度

20回全日本選手樅で、若宮Ｆ級７位、

石野Ｂ級４位、獅畑Fe級６位、布村Ｍ

級３位に各々入賞し、好成績を収めた。

昭和37年度

字llll官全匠川;枚総体でFe級の航１１１(滑

川･定)が優勝、ＬＨ級で新村(柵川)が

４位に入賞した。

昭和38年度

県内高校生の充実は目覚ましく、館１１１

は北陸三川総体、Ｌ級トータルで330

kgのＨ本Nil校斬肥鰍をjiL1Iiに樹立した。

似励分[Ｈ１商校総体では予想jmI)航、、

新村とも全l]Ｈ１１，１校新記録をH1し楽勝、

１W1体で柵川定時制が７位、全}l制が８

位に入り大変盛りあがった。

111口国体では勿諭２人は１位、Ｆ級檎

〈沿革＞

嵩山県においては戦後、新興スポー

ツ推進策の一環として、昭和25年第５

１，１の愛知国体に、当時レスリング協会

の神保正二、崎川幸雄がⅢ趾挙競技会

を視察して帰った。

同年の12月に神保氏が０１１心となりiii

lII県亜最挙協会設立準備委員会を結成

し、翌年の昭和26年３月10Ｈに嵩UI県

菰鑓挙協会として、正式に発足した。

初代会奨には県レスリング協会離任

で、中川滋次郎が就征した。

〈年次別概況＞

昭和26年度

この年８月の県民体育大会が、県内で

の初めての公式の試合となった。

広島国体に大西が本1M巡乎として、初

めて参加(Ｌ級)した。

昭和27年度

神保の勤務先の嵐山警察署をはじめ、

富山消防署、近くの農協にも興味を示

す若若達が集まり練習を始めた。

滑川市では岡川とｌｉｉｌじ、東海芯極エオル

勤務の大西、上田、北川らが手作りの

バーベルで、殆ど手探り状態でトレー

ニングをしていた。

卜記＝週手が７回福崎国体に参加して、

開催県の遠藤(元日本協会審判部及)に

練習方法等をかなり詳しく習った。

この頃一緒に練習していた室沢が不二

越工業で部を作り、活動を始めた。

昭和29年度

滑川商校生も練習を始め、同好会が発

足した、また既に33年の寓山国体IlllIlli

も決定しており、準備も進んでいた。

この年より兼任会艮ではなく、独自の

会長として布原茂治が就任し、氏の寄

付で公式バーベルとリンクで賦合がで

きるⅢ(となり、大変な再びだった。

昭和30年度

15回会日本選手梱大会を滑川高校で行

い、本県より11名の選手が参加し、３

名が６位内に入賞した。
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古栃一夫にバトンタッチした。

昭和59年度

奈良国体では八fT巻が８位、田村が４

位になり、昨年の不振を挽、した。

昭和60年度

北伯越商佼大会でiiilII商業が団体で』慌

しく６２位。鳥取国体では52kg級の小

路が８位、ｍ村は７位となった。

昭和61年度

この年は不振で、北信越商校で110ｋｇ

級の腰本(↑IIrHni)が優勝、111梨図体で田

村が８位に入ったのみだった。

昭和62年度

沖i91pDI体で高見が７位、田村が８位、

少年82.5kg級の高波が７位となる。

この年より全Ⅱ本マスターズに参加し

た高見は初優勝した。

平成元年度

北海巡llil体でiWi狼７位、田村８位。

平成３年度

石川1却体に審判として５名参加し、競

技の運営に協力したが、入賞はならな

かった。マスターズ大会で高見、田井、

浜野の３名が優勝とよく頑張った。

ililMI企'五1両枚総体で90kg級の坂I｣(耐

iI1i)が７位。

平６全I玉l荷校総体、2000年図体に向け

蛎備も進み、大会の視察が始まった。

平成４年度

山形国体成年52kg谷野が８位、マスタ

ーズでは商兄が６述勝を飾った。

平成５年度

徳島同体で成年99kg級の浅野が４位。

来年の冨山全国高校総体にIIilけ役員養

成、選手育成に一段と拍車力掛かり、

水橋高校陸上部員も競技会に出るよう

になった。

昭和54年、柤廓盛光氏叙1,祝賀会

となった。

昭和46年度

北三大会は高校、一般とも団体優勝。

この年より国体商校の部、ブロック制

が東海北偏越より北信越に変Ⅲになっ

た。

昭和48年度

世界連盟の規約改正により、プレス種

目力焼止される。この年より北信越高

校選手権大会が始まり、福井県坂井町

での第一、大会に、本1Mより滑川商校、

１iIrIIl商業iWi核の２校が参加した。

昭和49年度

若松全図高校総体で滑川商校の八倉巻

がＦ級トータルで惜しくも２位になる。

茨城国体では高見が、成年のＬ級で４

位。

昭和50年度

111梨全国iWi杖総体で柵川の古川がL11

級で３位。

国体の問校出場枠が各県３名となった。

昭和51年度

県内の選手増が一段と薄くなったが、

北信越商校で滑川商校が地元でよく健

闘し轆しい初優勝を飾る。

１１１１友好大会に大ilii大のH1材が11MⅢ。

111協会氏が椙森より金111になった。

昭和52年

滑川高の山林がＬＨ級で、全国高校総

体、ｌ封体ともに６位、国体成年のＦ級

で入倉巻５位、Ｌ級の高見が６位に入

賀。

昭和54年度

約20年1M協会氏、又日本協会珊事とし

て多大の功績を磯した椙森が叙勲の栄

に浴し、祝宴を開いた。

北信越高校大会で富山商業が団体優勝。

上田、大西が県体育協会より、永年に

わたる協会の発展、選手の育成等への

尽力に対して、特別表彰を受けた。

昭和55年度

６）lに当IHI会投立301111ｲﾄﾞMd念式』(とパ

ーティーを、１１M係稀を多数州いて滑川

市民会館でIMIき、盛大に祝った。

栃木国体成年56kg級の八倉巻が６位、

67.5kg級の高見が８位に入った。

昭和56年度

滋賀倒体の八倉巻、商兄ともに６位。

滑川iiIi枚の選手肘が一段と1Ｗ〈なった。

昭和57年度

島根l到体で八倉巻、川村が90kg級でと

もに８位に食い込んだ。

昭和58年度

51年より会災を務めていた金111が退任、

霊さ;L｣圖邑雲

ロシア国際スポーツ支流員・ポロディァ氏を迎えて
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高木

桜木

洩野

小林

北川

高畑

岩田

上田

寺島

須田

元iii

飢川

中林

小路

田中

井原

金田

松本

谷野

樹
夫
昭
雄
次
夫
崇
弘
囲
洞
則
守
満
啓
治
鞍
博
随
二

正
輔
一
時
宗
輝
良
澗
芳
良
宰
宰
和
洞
伸

４年後に迫った55,商111国体にIIT】け

て、ロシアより国際スポーツ交流貝ボ

ロディア氏を滑川市に、立命航大学

ＯＢのIjiiを'１』学校より、洲川il?i枚に迎

えて迦手の宵成指導に協力してI駈って

いる。本1Mは避乎、協会Hも少ないな

がら、平６全国illi枚総体迎憐で大成功

を収めた実績を踏まえて、本番ではよ

り良い結果を残したい。

〈３１役員＞

会及古栃一夫

副会艮大西久俊上田国縫

曽根善一吉川喬

顧問金山正治石倉伊吉

玉木典正魚躬喜代治

理那長菅沼養流

J1(務局氏神谷潔

〃次及中川秀世

審判部催

競技部此

強化部及

平成６年度

地元の富山全国高校総体には８名参加

したがプレッシャーの為か、体調をⅢ

す君が多く、５９kg級で商iBiの安井が８

位のみ。

愛知1到体で安井６位、成年のINH狼が８

位、浅野が７位と久しぶりに賑わった。

2000年国体の視察があり、その対策に

市役所、県準備委員会と協議した。

平成７年度

マスターズ大会で商兄がＶ８、田村が

91kg級で初優勝を飾った。

全国中学生大会に滑川中学校の双子の

兄弟、中島が出鳩し６，７位入賞した。

砿
班 》１１

１（

商田因

由弁勝夫

高儀洞

川村千年

堀内武志

金岡裕一

高見明男

浜野松男

=川真二

田村雄次

奥田昌縫

ニロ久

作田佳弘

山本農夫

八念港外光

後妃

2000年同体IlllIMiが内定し、県耶備委

貝会が触備ljiに格上げされ、各市町村

でも本格的に取り組む所が出てきた。 学原
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回石川県
田代会長

初代米沢

第２代山本

外秋（昭和38年～）

道生（昭和60年～）
事覇局〒921石ⅡIHI金沢市泉本町3-111金沢底等笥鮫内

艮界串男TELO762-42-3321

が迎統ｌＭルした。その中に、後に石川

IMWL協会を支える中尉俊幸がいた。

金メダルの三宅義信氏に来てもらい、

技術IlIII習会を開き、コーチをうけた。

昭和48年

小松工業MlillIlは滴九死一に代った。

脳JCblll脇JGb町のiHi桟総体でＭ級１１M]池

は２年生ながら７位に入賞した。

昭和40年

加賀地方の県立小松工業商校にＷＬｌｉｌ

好会が生まれ、翌41年には正式のクラ

ブに昇格した。顧問は今村轡之祐。

能登地方では志賀町に、i1i年胤を''１心

とした一般のＷＬクラブが鍵化した。

1Mのスポーツ繼典指定町に巡ばれた機

会に、盤待ちの伝統を現代に樅かして、

バーベルに取り組もうとしたようで、

世話をしたのは町の社会教育課の柳沢

平iJIであった。

早大の寵田鞍氏とIEI本協会の述腫施軌

氏を柵いて、技術溺翻会と瀞lIljZiiiPl会

を其施した。大分ＩＩＬ鵬布院町のiiii枚総

体で金沢高校のＭ級沢田が、Ｓ大会新

で入賞した。沢田は石川県の高校生と

して初めての総体入賞であった。

昭和41年

金沢高校に、プラットフォーム１Ｍiだ

けの、粗末な練習場がＩＭＩ:けられた。姉

５代主将の西川栄一は、今まで流浪の

練習だったが、自分の学校で練習でき

る鼠初の生徒たちの主将になった。

青森県黒石市の商校総体でＬ級西川が

入賞した。大分国体ではＬＨ級jl1村敏

が入賞した。

昭和42年

北陸３県大会を金沢商校で１１MⅢＩした。

夏に小松工業と金沢高校の合同合宿を、

小松市丸山で実施した。この合宿で小

松工業は力をつけ、秋の選手椀(現在

の新人大会)で４階級を制して、はじ

めて金沢商校を圧倒した。

昭和43年

２代目理事長にI1ilm忠義が就任した。

島田は県ＷＬ協会副会艮になった。

金沢市祓工業高校にもクラプカ嬢生し

た。これで県内のウエイト実施枚は３

枚になった。

昭和44年

金沢商校に新しい練習棚ができた。

群島県藤岡市の高校総体に小松工業商

校が初出場した。

昭和45年

和歌山県串本市の商校総体へ小松工業

〈沿革＞

協会創立に至る経緯

昭和37年

金沢商佼にウエイトリフティング同好

会ができた。現在の金沢市丸の内のⅢ

衝テニスコートの片|jⅡにあった１Ｍ体育

協会の一室で純習をしていた。

1MⅡH忠義、北川逸郎など部貝は10名以

上いて、桁導は早稲Ⅲ大学ＷＬ部OBの

kb田雄蹴がlU濁した。西野正次がiHillll

で、１Ｍ体育協会の片桐瀞共子がよく生

從のめんどうを兄た゜

昭和38年

金沢商校WLliil好会は正式に部にﾘﾄ格

した。５月29,、石川1M体育協会で、

わずか７名の発起人の参加のもと、石

川県ウエイトリフティング協会が誕生

のうぷ)1Jをあげ、IIL体育協会に力ⅡIMIし

た。会及は米沢外秩、１６ｍは初代理JIi

及となり、股技面の折導は水江辮倒(故

人)と寺谷昭二(当時金T1i工散鋤)耶務

面の協力は片桐寿美子と北|却新'1mに勤

務していた山本iu生であった。

夏、金沢満杖ＷＬ部の初めての合宿が

古野杼村のiii光寺で爽施された。

〈年次別概況＞

昭和39年

日本協会の五月女兵醤氏、早稲田大学

の星野王将を1Wいて技術調間会を行な

った。初めてのⅢ外試合に岐小県土岐

iIiへ行った。Ｍ体少年の部は東海北伯

越ブロックより-1115名の枠しかな

く、大変な激１１mだった。避手はＢ級牧

野陸やＬ級沢、満らの５機だった．

日本協会の述蝋施軌氏を柵いて審判講

習会を実施した。初めて岐阜県土岐市

の商校総体に参力Ⅱした。

北陸3111大会を金沢iIiでlIIll11iした。布

川県には試合ⅡIのプラットフォームも

判定器もなかったので、lilrlmIlよ')全

て伯ⅡＩしてきた。

新潟固体で成年Ｈ級村降介が８位に入

賞した。而川ⅡＩでは初入賞だった。

昭和48年

西野が３代目理JIM芝になった。副会奨

には為ｍに加えて岡田再代三（1年で

辞任)と中岡幸一が就任した。

試合川プラットフォームの醗入を知躯

に鋼iiiした。米沢企及の働きかけもあ

り、この中inは、１年後に実現した。

県体育協会に「競技力向上事業計画轡」

を提出し、強化合宿と招待試合に対し

て柵助命のIIUllfをした結果70,000円の

強化費を受取った。

節lIul北佃越商校避手揃大会がIHI(脳き

れた。第１回大会は細井県坂ｊｌ:農業高

校で実施された。持回りの優勝カップ

は編井1Mが寄贈した。

秋季大会を初めて川北町でIMI催した。

中脇俊幸は自宅に私1Mを投入して練習

期を砿係し、器材をそろえ、町のＷ年

たちに111l放した。川北町宵年団を'''心

にＷＬ部が巌椥をあげ、それが川北町

ＷＬ協会となった。金沢市ＷＬ協会が

発足し、金沢市体育協会に加盟した。

昭和49年

1M瀞季大会とiWi核総体肌予選を分離し

た。金沢iiH核のHlilU1が２潴にな')、蛙

界幸ﾘ)がju加就任した。

昭和50年

邦22回北陸３県大会が福井県坂井町で

lIIIIHされた。この大会で、石川の高校

の部は初めて優勝した。

金沢i１M校のＭ級中井は総体で入賞し、

IfI体では我彰台に立った。

昭和51年

協会NII立以来の功労者崎H1雄章が、図リ

会焚を辞任し、金沢を去った。

昭和53年
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側１１Mした。ブロック聯判lWlW会も併せ

て実施し、ｉｉｉＩ師にロ本協会の野牧競技

姿ＬｕとをW{いた。iili野断は飯nI1Wi枚へ

松1M)し、ＷＬ部のWilIllに靴ｲ[した。

M<111111柵川I1iの節l2Iml北{【i越inj核大会

で川体の珠洲災難は初ＩＭＩ･初優勝の

栄牌にかがやいた。

秋、1M大fKiliのiWi核総体で82.5kg級新

谷岱志ｌＩｊＩ、９０kg級咳瀬11幸は入賞し、

２人は祭典剛体でも入賞した。

鳥取の会n本ｲl:公人でll0kg級菊111は

入徹し、マスターズの90kg級''１村敏は

２巡勝した。

昭和60年

60総体の年を迎えた。総会Iiijに米沢会

焚が辞意をもらし、新会此に111本jUi生

を巡んだ。３ｲ'二lIIL教育委１１会に所lljI

して、６０商校総体の成功のために努力

してきた1MjIUが珠洲拠堆商校教蹴に拡

勤になった。

全llRlipi枚総体をIlIlI慨する年でもあり、

協会の執行体制を強化するため、川北

ﾛ｢の中尉俊幸と珠洲市の菊Ⅱlを、１１１ﾘＦＨ

ｎｌＭｔに11.桁させた。さらに、柑任ＦｌｌｊＩｌ

制IHiをもうけidjlII材･沢IⅡ．及界･JIKⅡl

lUI産などを柑係JW101lとした。

ｶﾋﾞ休みに菊ⅡIと｣上界は避乎をつれてⅢ

本体fi大学へ谷術に行った。AW1姿11

良は毎週２１１，１(11〕込みで珠洲市災行

委１１会へ出かける21;渦を続けた。

災行委１１分では今までどこもやったこ

とのない、競技ＩＩＬ鰍をコンピューター

に打ち込み、成統ＮＩＩに雌べかえてｆＩＩＭﾘ・

配ｲWする検il1をし父行した。

1i勝的な仕`Iiはアルバイトの女性が一

人いるだけで、Iui野が〃週水木に壮?1$

をするだけでは、とても研校総体のⅡ：

集まり、ilI立20周年紀念の式典とパー

ティを実施した。米沢会焚や勘Ｈ１･岡

、うじ理ＪＩＭとに感謝状をⅢり、６０商校総

体の成功と協会の益々の苑ＩＨＩを鰹い合

った。Ｍｄ念にパンフ秘皮の「忠い{Lの

Md鰍」と九行焼きのｲﾙ行を１Ｍ意した。

新潟県から高橋雅朝コーチを州いて３

校の合Iiij合宿をやった。珠洲実業で奥

施したこの合宿は、軽肚級の商橋が、

jIi肚級の菊田とはひと味述うきめ細か

な指導を行い、商校生のウエイトに対

する秒え方を変えさせた。それは市川

県のウエイトの水単を飛馴的にＩｌ１１上さ

せる出発点となった。

日本体育大学が珠洲実業で合宿をした。

当時は、まだ器具が不足で、金沢から

バーベルを巡んでⅢに合わせた。この

合宿が以後、珠洲を会柵に繰り返され

る1M外努の合宿の1,k初だった。

群･閉県水IZIUJのIHI体で、少年75kg級新

存と成年100kg級菊ｍが入賞した。

奈良1M下市町の全Ｕ本社会人で、９０ｋｇ

級中村英登は入賞し、１ookg級菊ｍは

県選手として初めて全lHI優勝をした。

この年からマスターズ大会が始まった。

90kg級11,村敬は初優勝を飾った。以後

巡統優勝を続ける。

２月に珠ilHiliWL協会会茂杯紀鉢会を

実施した。翌年から能登地区大会とし

て定着する公式大会の前身である。珠

洲iIiにＷＬ協会が発足し、初代会奨に

は熊野盟彦が就任した。

昭和59年

珠洲市ＷＬ協会の熊野会焚は、ｌＩ１ＷＬ

協会の副会奨に就任した。

1Mの第２２回春季選手椎大会と兼ねて第

２回北信越社会人選手柚大会を金沢で

北陸３県大会の《高校の部＞が25回大

会を最後に廃止になった。

昭和54年

昭和60年に全国Hli枚総体を石川県で１１H

UMすることになり、ＷＬにも、４Ⅱより

尊'則I部を識慨した。初代W''1部災は金

沢高校校長のiii俊郎、専門委員災には、

西野が就任した。

昭和55年

山本適生が副会奨に就任した。第27回

北陸３IIL大会は術山1M柵川市でＩ１ｌＩｕさ

れ、この大会で北陸３１M大会は一般の

部も廃止になり、難を閉じた。

６月末より毎週金HBI日、金沢高校と川

北町の中島宅で、交互に成年を中心に

少年も交え、強化練習を開始した。こ

の練習の結果、82.5kg級常深英醗は全

日本選手}１６で、９０kg級菊'''三代ifiは全

ロ本社会人大会で入賞した。

昭和56年

60年商枝総体の会場が珠洲市に内定し

た。蝿教委宛に指導者を珠洲市に派適

してほしい旨の脊類を提出した。

L､根1M出禦市の全11本社会人で82.5ｋｇ

級舗深、９０kg級中村散、100kg級菊田

三代論の３選手が全貝入賞した。

昭和57年

金市工と小松工のＷＬ部が消滅した。

前年からの陳梢の結果、菊田力珠洲市

へ移籍になった。簡抜教諭としての配

置ではなく、教育委貝会の所風で県民

体育航への配賦になった。

東京都の全日本避手栃で82.5kg級常深

と100kg級菊ｍはともに入賞した。

島根国体で、82.5kg級常深と100kg級

菊田が入賞した。群馬県水上町の全日

本社会人で、９０kg級常深、９０kg級OIO村

敏、100kg級菊ｍが入賞した。

昭和58年

菊ｍは60年商校総体の会棚地の珠ilHiIi

の二つの高校に、ＷＬ部を作るために

人知れぬ努力を重ねた。高校進学の中

学生を対象に部員獲得の努力を繰り返

した。他方で、珠洲実業に、まだ部員

がいないのにプラットフォーム４而の

練習柵延蚊工耶に入った。

菊田の努力で、珠洲実業と阪田商校に

ウエイトリフティング部力挺生し、と

もに６名づつの1年生が入部した。珠

洲実業には平田朋彦が、飯田高校には

田畑功治が、Mli間に就任した。

珠洲実業の練習場が完成し、瀞成式を

かねて、金沢商校をまじえた３校の合

Iiil合宿を実施した。この落成式の時、

高体迎ＷＬ部の２代目専門部長に就任

した久保今也が最初の挨拶をした。

金沢市内のホテルでＷＬ協会関係者が 昭和60年鳥取国体の肌遡手団
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賀が入賞し、合３１．２８点をＭＩＩ得した。

京都市大滝町の今日本社会人の女子ト

ーナメントで、５６kg級'''111裕災子、

67.5kg級束絵里子が入賞し、マスター

ズ90kg級llj村敏は５迎珊を述成した。

第２IDD]北信越合同合宿を地元川｣ﾋﾛIで

80余禍が参加して行った。その時ブロ

ックの高校選抜大会開催を呼びかけ、

各県の賛１面】を得て、２月に珠洲市で５

１Mの選手49名の参加でⅡ11脳した。菊IH

がハンガリーのブタペストでIlIlI11lされ

たパンノニアカップ側際ＷＬ人公にコ

ーチとして参加し、ウ1紬きコーチ･ク

リニックにも参加した。

名古屋の高校選抜には４名が参加し江

増と筏、浩伸が入賞した。

珠洲市に石川l副体のＷｌ備委此全が股立

され、迎衡役、の養成が始まった。

昭和63年

池本茂がＷ'1桁禅且として、ＷＬ競技

の指導に専念することになった。

福井県三国町の北儒越大会で、金沢iiIi

核が、５迎靭をめざした珠洲爽菜を２

位に退けて初優勝した。

兵爪苅校総体で、卜１１体ＩＭＩのnＷ(は５２

kg級釜崎雌一、５６kg級稀ﾘﾄ典一、６０ｋｇ

級大友卓矢、67.5kg級脇111冊作が全凡

入賞した。82.5kg江端は金メダル３つ

の完全優勝を遂げた。江璃は日陣ユー

ス大会に菊田コーチと共に参加した。

北海巡士BIiIiのマスターズで、９０kg細

のｌＩｌ村敏は６迎珊を述成した。６１'村は

以後も優勝を靴け、平成７年腿で13迎

覇になるが以後省略する。

京都国体で少年82.5kg級江端が優勝し、

60kg級大友、100kg級浅田、成年56ｋｇ

級池本茂、９０kg級菊田の入賞で天且杯

得点66点をかせいだ。

石川lI4WL協会iill立251M年胆念の式典

と祝賀会を実施した。記念漣を発行し、

記念品をつくI)、優秀避手表彰規定を

つくり、第１回授賞式を行った。以後

毎年、授賞式を続けている。

兵hIuH明石市の商校巡抜で、９０kg級刀

祢倣は３位入賞した。

平成元年

２代目珠洲市ＷＬ協会会奨に、０１１野昭

が就任した。同時にlILWL協会のllU会

長にも就任した。中野は菊田を全面的

にパックアップして練習塒を拡扱し、

池本(商倉)茂を採lⅡ、靴lHil什術の企11ｍ

を会而支援し、北佃越､i枚ＷＬ大会の

優勝M(を奇１Ｍした。珠洲市WLlKl会の

理１１１反は平田川彦に神わった。liil時に

平田は県ＷＬ協会の副Fl1IIl災になった。

平成３年に国体を控えて、ｎ本櫛側で

は初めての全国高校選抜大会の111Ⅱ1Nを

年度末の３月に第

１回全国高校選抜

大会が神奈川県藤

沢市でIIIIIlMされた。

56kg級坂ﾛﾋﾟｶ０ＷはＳ、

Ｊ、Ｔでいずれも

１位の完全優勝を

果たした。82.5ｋｇ

級浜屋茂雄と内村

健一が入賞した。

昭和61年

60総体は終わった。

６年後に石川国体

が予定されている。

協会の体制をより

充実させねばなら

ない。高体連の専

IiIl部処が珠洲実業

校奨の中野IllIに、

専門委員腿は艮界

幸男に代わった。

県協会副会長に谷

ロー夫を、副理事

健に沢、識･浜俊

充を迅加し、菊田

は強化部災に呼念

蝋qｌＢＣ

揚因

昭和60年企図窓粒鞄体で珠洲爽鯛が団体優H１

躯が追いつかなくなってきた。社会教

育諜奨のIllu秀一が、兄かねて一緒に

仕事をするようになった。

リハーサル大会として北慌Agini核大会

を飯lIIimi枝で111Ⅲ1Ｉした。

1N作は珠洲英業が２迎靭を逆げた。

地元UIlIlIiのllli枚総体が始まった。菊111

を中心に強化に力を入れてきたMUILが

実った。初日から連日入賞稀が写瓜入

りで新'111紙上に大きく掲載され、大会

は盛り|:がった゜迎[l、ｉＩＩ群は会叫い

つぱいにあふ几）刈援が飛び交った。

52kg級坂政明、67.5kg級池本竃産、７５

kg級又多榊一郎、８２５kg級新谷商志Iﾘ1,

82.5kg級浜修一、９０kg級広瀬ＩＭＩ幸、１００

kg級昆山浩二が入賞した。珍しい現象

だが命ゼロ、鍋ゼロで、銀メダルだけ

合iif9IAlを艫11卜した。

lsll体では珠洲実業が、坂･新谷･腹漸に

力Ⅱえて56kg級班政勝次でi9点20点をlEi

i1比、初の全国iliImをなし巡げた。

また、飯田商校も上記Ｘ少･浜に60kg級

出ロ隆浩、９０kg級浜殿茂雄で得点15点

を獲得し、団体７位入賞になった。新

谷と凪111はロ柳ユース代表に巡ばれコ

ーチの菊lIlと鮴|｣lの強山をiujｵした。

川取|却体で成年60kg級池本茂、９０kg級

菊田、少年675kg級池本懲、82.5kg級

浜、９０kg級新谷は全且入賞した。新谷

はＳとＴのＵ本iHi校新紀鰍および大会

新紀録をマークした。

する二とになった。

新潟北高校の北信越大会で珠洲実業は

団体３連覇を達成した。

IllU県下IHI市の商校総体で60kg級戯が

Ｓで銅メダルになった。

111梨l副体で､少年52kg級坂が優勝､８２５

kg級IAl村、成年60kg級池本茂、９０kg級

菊111が入賞した。

沖縄の全日本社会人で実業団60kg級兼

政は６位、マスターズ90kg級中村散は

入会紀録で３迎覇を遂げた。

第１回北Ｉ高越満校合同合宿が冬休みに

なってから新潟北高校でllIl11hされた。

新潟北Kii枚の商橋雅朝氏の提案が支持

され、雌初から北信越５県が参加した。

以後、今日まで純いている。

埼玉県止尾市の高校選抜に３名が参加

し、82.5kg級蔽下保は２位入賞した。

昭和62年

「石川HlWL協会会報」の年４回定期

発行がはじまった。Ｂ5版で８瓦～２４

瓦の会報で現在も続いている。

が季大会に愛知工業大学名芯高校が、

招待されて参加し、以後慣例化した。

及野眼松本市の北信越大会で、珠洲実

業が初めての４迎覇を成し遂げた。

北海逆士別iliの而校総体で、珠洲実業

は82.5kg級戯下と67.5kg級中西で13点

を砥得し、団体６位になった。

沖jMl国体には成年56kg級池本、９０kg級

菊H1、少年75kg級薮下、82.5kg級江端
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浦lIIlM滑川市の高校総体で64kg級浅井

が３Ｊ、Ｔとも完全優勝した。

鰍|刊江原jUiへ商体迎専111部長米、担以

F16橘が通iIH合術した。

第16111111鯨ユースＷＬ大会を珠洲市で

IlIIII1した。６４kg級に浅井が出場した。

ｕ本チーム監督は菊ｍだった。

愛知県瀬戸市の凶作で、成年108kg級

演出と少年64kg級浅井が優勝した。桟

ﾂﾞﾄは商校３冠1:に逝いた。成年64kg級

新村と少年59kg級111塚敬$ｉｌ７６ｋｇ級今

ﾂﾔ忠が入賞し、ｉｌｌ点50点をあげた。

細KblHいわき市の全日本Ⅱ:公人で70ｋｇ

級DII野が３位入賞した。

恵那府fu同市の高校選抜に３名が参加

し、７６kg級浦埜哲夫が入賞した。

平成７年

行I1MIl公氏が辞｢1:した。１４田iiIj卵Ｊ１(蛙

に代わって小品敏側が就任した。高体

巡叫1'ＩＩ部1ｔは谷口外人に艀わった。

初めて堺智美が女性公認審判になった。

埼玉県朝置市の全11本ジュニア64kg級

で茂ﾉﾄﾞが優勝した。また、福島県いわ

き市の会日本選手柿108kg級で浅ｍは

３位人演した。

石川１１ｌ珠洲市の第231q１１．１上付越大会で珠

洲実業は杵狭束に破れ、迎靭は６でス

トップした。同時に11連勝中の布川県

努の述勝もストップした。

鳥取県岩美町の高校総体で、７６kg級iiW

壁ＩＦ夫が入賞した。

111び鰍lHliI:1%ijlj[ＷＬ巡lM1の1M城$Ii会腿

u-If役fl5禍、ｉ澗校生10橘を迎え、地

ﾌCifIi校生と金沢Ｔｌ,｢で合liil合宿を行った。

高校時代に３芯を逆成してＨ本大学へ

進学し、IIi風のアジアルにも出場した

期待の浅ル雄路が18歳で逝去した。

桶川ⅡｌいわきIliの'11作成イド108kg級浅

1Ⅱ、少年76kg級ｉｉｉ縦が入賞した。

広川１Ｍ〔広lbi1jの分１１本実業団で、＋

108kg級浅ｍが優勝し、５４kg級小谷政

１Ｗ、９１kg級常七が、女子大会で橋本宏

美がいずれも表彰台に立った。

〈塚2役員＞

会1ｔ山本iii生

ＭｌＩ会災中島俊幸中野明

西野正次明地直之

理事健沢田喬

Hill理率跿中村英登小畠敏和

長界幸男

粥征叩』１＄中村敏菊田＝代治

池本忠雄平田朋彦

高橋春夫米沢勵

和気洋一高倉茂

樹、67.5kg級阪壕佳之、９０kg級梅本政

裕が入賞し、学校対抗で珠洲実業が３

位21点を礎得した。

而川国体を地元珠洲iIiで''１１１Kした。成

年60kg級坂、82.5kg級江蝋、100kg級

新行、＋110kg級洩'11、少年56kg級|出ⅡⅡ、

60kg級新村、67.5kg級飯塚の全日が入

賞し、飯塚はＪで優勝した。天皇杯得

点79点で団体３位だった。

山形111羽lMpJの余日本社会人で60kg級

坂、９０kg級江矧、100kg級菊Ulが入賞

した。千蕊IIiのjWIII1獅校選抜に４稀

が参力ＩＩＬ、７５kg級布谷直観、82.5kg級

脇、義継、９０kg級橘陸埒が入賞した。

平成４年

石川風体が成功に終わり、斬理HII長に

沢uljlIjFHJIf鋒がⅡ､格、新Mﾘ型?Ii腿には

奨界やり)が就任した。西野は僻任した

熊野の後を継いで剛会奨に就任した。

腿野Ⅲ松本iIiの北付趣大会で珠洲実業

は２哩目の４迎瑚をｉｆ成した。

宮崎１Ｍ佐二上原町の商校総体で珠洲実業

の67.5kg級jHl谷呂史が優勝し、金沢の

90kg級橘が入賞した。

山形111羽1M町の国体で政fIz＋110kg級

洩lⅡ、少年67.5kg級角谷、７５kg級石行

90kg級橘が人徹した。天皇杯得点23点

徳附Ⅲ藍111町の全ロ本社会人で67.5ｋｇ

級１１野が入賞した。

協会iI1立301Ｈ１年肥念式典をMH大に挙行

し、ilU念眺(Ｂ５判208P)をiI6fllし、ill｣念

陥に几芥の柵芥茶碗をつくった。

平成５年

ｌＷｌ:1M三例ﾛ｢の北侭越大会で珠洲爽業

は初の５迎珊を達成した。

栃木1Ｍ,111市の節401111商校総体で59ｋｇ

級新、好打が入賞した。ilC念にⅡ1本・

iLiFf･''１村敏･｣と界が炎彩された。

鰍囚i]:Ijliilj【WLjUlMlの1M戦lバチェソン

ハン会｣と以下役１１５褐iii１校生10潴を迎

え、地元ini校化と珠洲01iで合Ｉｌｉｌ合宿を

行った。

徳局111轆化町のＩｆⅡ１sで成年76kg級i幻ト

i1fifl、108kg級洩ⅡI、少ｲ1164kg級洩）I：

雄路が入賞した。

新存獅世Ⅲlが26波の杵さで綱死した。

茨城111石岡iliのihi核避抜に２椚が参加

し少年64kg級浅ﾂﾞﾄ雄路が優勝した。

平成６年

沖幡iWi核にＷＬ部ができ、甑ＩＨＩにiWifT

茂が就任した。WpIlI展商にl1il好会がで

き、IIlilII1に繊椎O1iが枕化した。

〕Kjidiil駒i)《の全Ⅱ本迦乎lliiで108kg級

の油H1が入賞した。

禰lIllI1洲川iliの北ｲｉｉ趣大会で珠洲爽業

は初の６巡卿l、通算10回目の優勝を来

たし、駐ffの菊川は特別災彰を受けた。

明年度に誘致することにした。

富山県滑川市の北信越大会で珠洲実業

が皿算５回Ｈの優勝をした。

徳kbHM2板町の商校総体で90kg級刀祢

徹が入賞した。北海辺士別iIiのhtl体で

は刀祢、６０kg級中野透、成年60kg級坂

で天皇杯得点29点を極得した。

福岡県津屋崎町の全日本社会人56kg級

で池本茂は３位入賞した。

山梨県日川高校の商校避抜で67.5kg級

中野、９０kg級常七広治が入賞した。

平成２年

余日本社会人のリハーサル大会として

位置づけた北信越高校大会を珠洲iIiで

開催し、珠洲実業が２年連続６回目の

優勝をした。２位は金沢高校だった。

宮城1M村、町の全国総体で、６０kg級坂

東光可、67.5kg級中野、82.5kg級奥成

済、９０kg級堂七が入賞した。

専門部奨の中野昭団長以下役員３名、

選手16名が輔国へ遠征合宿をした。

福岡県津屋崎町の国体で、成年56kg級

池本茂、９０kg級菊田、110kg級洩、、

少年67.5kg級中野、82.5kg級奥成、９０

kg級堂七が人償し、犬n杯得点68点、

団体７位に入った。

地元珠洲市で全11本社会人･全日本実

業団･全11本マスターズ･記念女子大会

を開催した。従来は一つの会則》で実施

していたが、はじめて２会場実施に踏

み切った。５６kg級池本が優勝、67.5ｋｇ

級小バト敏和、７５kg級又歩、９０菊ｍが人

徹し、珠洲クラブは24点でＩⅡ体５位に

なった。今日本実業lillで60kg級一木勝

次が、記念女子大会で60kg級猟政美、

60kg級堺智美と挽木好志英が入賞した。

節６回全国iWi杖避抜大会を初めて地元

金沢市で1IIllllL、４名が{Ⅱ｣ルしたが、

地尤の人賞若はゼロだった。

平成３年

石川l刻体Ｉ１Ｍｉの年哩である。全miIHIi枝

選抜大会後、沖縄･愛知･新潟と合同合

宿をやり、そのiiijには靴国ＷＬ協会1b醐僅

魁ハンキプン馴合災、梁武伯ヤンムー

シン膣ffを迎え、技術Ｍｉ脚会を１１Nいた。

iii体jluWLl01l部1tに寺IH俊犬力IiqtfILた。

'4体強化遊手の細成は、すべて地元出

身選手で行った。地元遮乎のＵターン

以外は、選手輸入をしむかった。

成年は韓国や自衛隊体育学校へ、少年

は兵lIuM明布市や御国へ述征合術に出

かけた。腎祝庁や法政大学、三mtやiIli

IIllの問校生が石川へfHtiに米た゜

新潟1M三条iIiの北ｲﾊﾟ趣大会で珠洲突梁

が３連珊を達成した。２位は金沢高校。

静岡県消水市の全国総体で52kg級奨坂

幸雄、５６kg級岡田正仲．６０kg級新村厚
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⑰福井県 歴代会長

初代稲葉清嗣〈昭和44年～）

第２代斎繭袈裟大〈昭和561Ｆ～）

第３代吉田塵＝（昭和59年～）

第４代中野実典（平成２年～）

第５代小林良雄（平成５年～）
事務所〒919-05桐井県坂井邪坂井町官餌５７－５坂井囲璽猛停学校内

轟川漕一TELO776-66-O268

<沿革＞

鍬議諸Z::』iiiiii露：蕊鶴会創立以前

昭和36年７月財(からIWiﾂI:１１１体捌致巡

釛が始まり、ffilimJ-$IiI]招致という

ことでⅡ1係llLHHfrlilllと協ｉｉｉのＬｌＷｊル

111で一冊大きい服叩IqlPfのほぼ'１１心地

にある坂井町がウエイトリフティング

競技の１Ｍ催地に決定する。当'1*は灸<

福ｿ|:県とは絨のなかった競技*H1=1であ

り、トレーニング川のパーベルを町で

峨人し、地lXの迎仙公などでデモンス

トレーションをしてljkいたのが始まり

である。HM37iIﾐｲﾄﾞに協会iljk立総公を１１Ⅱ

き、その年の秋の第l71iTIm体(lmllII)に

は選手２打を出場させた。

協会設立は昭和37年４)１８mで、そ

の後、’１１央から巡噸ilEWL先生をまねい

て輔一[ﾛIのHFI1II獅澗公をIⅢき、汗判Lｌ

の養成を行ったり、三宅鍵(両、錠ｉｔ兄

弟や一ノ1M１，大Ｉ人I化逸子輔をW1致して

実技指導をしていただいた。坂ルロ｢に

ある111立坂井展難商校を'１j心に柵ﾂ|:農

林高校、小浜水産iii6校、務狭農林商校

などに部を作り、令１１１商校総体、柵Ⅲ

l剛体のレベルI('１１２に努ﾉﾉする。その成

果あってか、lIHm44ｲﾄﾞ風には分111商校

ウエイトリフティング股技会(分ＩＦＭｉ

核総体)で初優勝の快挙を恋しとげ､続

いて第23回福井国体でMIX入賞を来た

した。以米30打余年のUI1に会l0il的な各

極大会に統々と入賞している。また協

会では光の平成４flz、ｌｌＩｌ公職工30ｲﾄﾞを

槌念して協会iI此301Ⅱ年Mﾛ志雄をｿEfll

した。

〈大会ｶﾞﾘ概況＞

国際大会

Ⅱ(ｲﾈI151jl24Ⅱ１０Ⅱ、輔一Iiilアジア巡乎

樅人公(バンコク)で52kg級の〔I崎〔'１卿

(塊姓･橋爪)がＳ92.5kg、JllOkg、Ｔ

202.5kg(２位)。

ＩＩＢ和54HF5115Il、l979SIil101l友好ウ

エイトリフティング腕技人公(ｌＩｉ森ｌｕ

ｌ２賀町)で82.5kg級の撚川ｉｉ１ｉ－がＳｌ３５

館24回且崎図体梠井県遡手団

410kgで２位。

昭和47年11月1711<三爪県)、Ｌ級の広

iiiJlIl夫がＴ362.5kgで５位。

昭和50年９月21日(良好1M)、Ｆｅ級の上

木弘次がT235kgで４位。

昭和53年11)]11｢l(iIlWIUII1)、５２kg級の

組頭腿太nllがＴｌ92.5kgで４位｡67.5ｋｇ

級で辻袋彦がT250kgで４位｡90kg級の

森川浩一がT285kgで２位。

昭和54年11月1611(栃木lR>、９０kg級の

森川浩一がT3025kgで１位。

昭和55年ｌ１Ｈ９ＩＩ(滋賀県)、９０kg級の

森川ilIi-がＴ297.5kgで２位。

昭和56jF111I6n(ﾊﾞｶ根111)、９０kg級の

森川治一がＴ297.5kgで３位。

昭和62年11月20日（(端Ｍ１)、６０kg級の

小林与北犬がT200kgで５位。

平成２年11月16Ｕ(石川県)、67.5kg級

の小林ｸﾞ士犬がT215kgで５位。

国民体育大会

【I僻1146年3,1261,1ｲⅡ歌111大金成ｺﾞﾄﾞの部、

Ｌ11級のinilb斑弘が６位。

昭和47年第27回鹿兄局大会は入憤折な

し。

昭和48年沖繩特別人公成年の部．Ｂ級

k９，Ｊ160kg、Ｔ295kg(２Ilno

IVIｷﾞⅡ55年２ll23II、第９回プルースォ

ード国際大会(東ドイツ･マイセン)の

90kg級で樺川浩一がＳ135kg､Ｊ１60kg、

Ｔ295kg(10位>･

全日本避手梱大会

Ullｷﾞ1144年７１］６m、ＬＨ級で商脇翻弘

がT420kgで３位。

１１１州]52fF6nllB(岡111県倉敷市).82.

5kg級の森川浩一がＴ287.5kgで４位。

昭和54年５月26日(群馬県前橋市>、９０

kg級の森川浩一がT300kgで２位。

1111和55ｲＦ９１１６「l(千業1(1)、９０kg級の

繊l11M1i-がT295kgで２位。

Ⅱ(州157JI色７１１９日(崎1i県121毯巾)、９０

kg級の森川浩一がＴ292.5kgで４位。

全日本社会人大会

昭和40年５月29Ｈ、Ｌ級の烏、三郎が

T320kgで６位。

11/(fⅡ41ｲiZ6〉１４１１、ＬＨ級のi舟ilibllM弘

がT360kgで４(lKo

Il(HQlI`l2flK6jI10U、ＬＨ級の研励珊弘

がT400kgで３位。

昭和43年５月４Ⅱ、Ｍ級の為、三郎が

T370kgで６位｡ＭＨ級の高島嘉弘がＴ
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平成元年第44回北海道大会少年の部、

52kg級の古次公男が６位、７５kg級白埼

勝行が９位。成年の部、100kg級の撚川

猯一が９位、、０kg級の柴、栄雄が７

位。

平成２年第451011柵1M1大会少年の部、５２

kg級の百次公男が４位、82.5kg級辻大

尚が６位。成年の部、110kg級の柴Ⅲ栄

雄が８位。

平成３年第461,1石川大会少年の部、５６

kg級の古次公川が１位。成年の部、１１０

kg級の柴、栄雄が７位。

〈現役貝＞

会箕小林良雄

副会珪田中利一尾川一

涌谷忠弘

ＦＭＰｌｆ腱渡辺彦典

副ＨＭＭ＆島田三郎

理率高山益三郎広瀬画和

広瀬則夫南利治

森本信二田中幹夫

山本恒博渡辺賊一

中帆邦明坂井英治

組頭健太郎前野光他

梱爪中徳小川利成

畠中実赤崎六治

池野友彦八田笑広

監事細川糖作小林与士夫

の上木弘次が３位、Ｌ級の広瀬NII夫が

３位、Ｍ級の岡倉孝則が３位、ＬＨ級

の岡田実が５位、ＭＨ級の佐治砒哉が

５位。

昭和48年節28回千紫大会成年の部、Ｈ

級の佐桁血般が８位。

昭和49年第29回茨城大会成年の部、Ｌ

級のlill倉孝則が７位。

昭和50年第30回三爪大会成年の部、Ｆｅ

級の上木弘次が８位。

昭和51年節31回佐間大会成年の部、Ｆ

級の組頭健太郎が７位、Ｂ級の口崎１１１

徳が７位。

昭和52年第32回Ｗ森大会少年の部、７５

kg級の池野瀦比が３位。成年の部、５２

kg級の組頭腿太郎が８位、82.5kg級の

森川浩一が３位。

昭和53年節331m艮野大会少年の部、５２

kg級の渡辺城一が14位、６０kg級の八田

英広が13位、67.5kg級の佐々木柵弘が

14位。成年の部、５２kg級のM1蚊飢太郎

が12位､67.5kg級の辻醐彦が14位､８２．

５kg級の森川浩一が３位。

昭和54年節34回宮崎大会成年の部、９０

kg級の森川稚一が１位。

昭和55年節351ml栃木大会少年の部、５６

kg級の杉山沿調が８位。

昭和56年第36回滋賀大会少年の部56ｋｇ

級の杉山Wf斑が４位。成年の部、９０ｋｇ

級の森川浩一が４位。

昭和57年第37121lib根大会成年の部、９０

kg級の森川満一が５位。

昭和58年節38FTI群脇大会成年の部、９０

kg級の森川浩一が４位。

昭和59年第39回奈良大会成年の部、９０

kg級の森川浩一が５位。

昭和60年第40回鳥取大会少年の部、５６

kg級の松葉昌和が９位。

11M和61年鰯41,111梨大会成年の部､110

kg級のｲj城l11L-が９位。

ＵｌＩ和62年節42回iil1IIU大会少年の部、９０

kg級の柴１１１栄雄が７位。成年の部、１１０

kg級の右城ｌＷ－が９位。

昭和63年第43回京都大会少年の部、５２

kg級の白崎智敬が９位、９０kg級の柴田

栄雄が２位。成年の部、110kg級の森川

浩一が８位。

Ｗｉ務局森川浩一
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△静岡県
歴代会畏

初代繭弁厚男（IIB和30年～）

第２代吉野倫将（昭和32年～）

第３代佐麗滑一（昭和34年～）

第４代薙岩元城（昭和37年～）

第５代鈴木善六（昭和47ｺﾞﾄﾞｰ）

第６代平賀利夫（昭和49年～）

第７代長田徳太郎（昭和53年～55年）

第８代松前仰（昭和59年～）
事蹄局〒424節同県清水市折戸3-20-1束海大学エ典商等学校内

金沢飽夫TELO543-3B-1062

<沿革＞ <年次別概況＞ 選手

Ｆ級沼、慶三(伊来iHi）

Ｂ級三袷定広(佐久HHiHi）

Ｆｅ級良谷川昭苔(商｣:7W）

Ｌ級平賀ギリ犬(佐久1111町）

Ｍ級鈴木逸也(f)nk問）

ＬＨ級１１村一哉(日術隊小山）

昭側32年l0H26H筋l2uILl体がIlIlME、

ウエイトリフティング随技も27日より

清水束高校体育館に全国の1W脱を染め

て開催した。本IIL平賀の力強い選手宣

誓により、4111111にわたる熱l収の火ぶ

たが切られた。本ⅡＩ遮手川の成縦は、

Ｌ級に出棚した平倒利夫３位、Ｌ11級

１１'村一殻８位入賞と他MHした。liKl体が

無事に成功したことはill立したばかり

の県協会にとって大きな自侭と力とな

った。

(2)筋1MⅡ側スポーツ祭初参加

第１１回肺ＩＤｉｌＩ１Ｉスポーツ祭にウエイトリ

フティング競技がj[式fjliUとして蝿ぬ

られ、県内初の競技会が､５H1911ili水

市公会堂において、約30名の避乎が参

加して開催された。犯録的にはＭ級平

賀選手を除き低調であったが、１Ｍ内初

の競技会として大変意義深いものであ

った。

(3)耶海四県大会1111(１１ｉ

東海地区のウエイトリフティング競技

の発祥は愛知県の中京クラブである。

このクラブから育った選手がlIl身県に

戻り、活躯していた''０，１０ｊ１の、体ＩＭ

ＩｌＭＩｌ１、愛知1M，三爪IⅡ、峡ｊＭｌ、MillI1

IIlの四1Mで販技公をI111I11iしようとjIE元

liiiliIの平賀利夫が拠案し、１１１体絆~｢後

来海四県のウエイトリフティング轆技

関係者が集まり、東海四H1におけるウ

エイトリフティング競技の11K及苑腿と

親睦を深めることをⅡ的として東海ウ

エイトリフティング巡盟を結成した。

瞳技会は谷Ⅲ待ち''''1)とし、跡１１m]大

会は肺IiUlI1で１１１１Ⅲiする二とになった。

大会会場は佐久1111町110部公民鮒で、１Ｍ

会議員武田茂六をはじめ佐久1Ⅱ１町挙げ

ての協ﾉ｣により、４３名の各111代我逆手

協会創立以前

昭和20年代は、賎技ffはほとんどい

ない状態で、力自慢の人、体力づくり

でバーベルを挙げる程度の人がいるだ

けであった。そのliIliFは、パーベルと

いってい`(１(のjIi袷に鉄枠をくっつけ

たり、コンクリート製のプレートを便

ⅡＩしたパーベルであり、手製の粗末な

ものであった。

昭和31年

協会設立後、初めて逆手を送りだした

のは、５)127Ⅱ、宇部浦iIiスポーツセ

ンターにおいてIlI1liiきれた節16回分日

本ウエイトリフティング避手Ilii大会

で、Ｌ級平賀ｷﾞﾘ犬が鋪１\であった。

翌年IlIlI1Iiされる縮luIllI1体では競技1ｍ目

が－部迫１２されるという柵報が流れ、

その'1'にはウエイトリフティング競技

も含まれていた。そこで、［1本ウエイ

トリフティング協会のⅡ:ｕ挙り)理叩吸

他Illl係役11が1M１１M要dllIのために米INI

し、茜｣ず衝il1i、仰〕1〔IliをIMjI1lIして、ぜ

ひ１１１１催されるようにと働きかけたこと

や、ＩＩＬ協会の古野倫将IHilj会焚をはじめ

役員の強い熱意がlWilU1lIL当)iiiを幼か

し、１１本鋼符をはじめIlU係団体の支援

によりill水iliでの'11111Mが決定した。

昭和32年

(1)第12101|国体IIIIIu

３月10日、ｉｉｉ水巾において理耶会がIlll

催され、１１本鯛符関係者を含む新役貝

を次のとおり決定した。

会ｌｔｉＩｉ野倫将(樹士官Ili）

ＭＩＩ会｣と野Illlilljと(Mi水ili〉

i1i1PfinlIi(fjl〕I〔ili〉

」９１１耶及柴IuiDi(１W水71J〉

事務ｌｉｉｊ大野１斤資(淌水ili）

（理:'1f省略）

Ⅱ川搬決定により、協会１１M係打による選

手f『成と醜技Iｷ及の野ﾉjが始まり、ｌｌ１

~r各jlLに文部をつくる一・万、１１１体ｌｌ１ｌ脳

にあわせ桁導廿illi澗公、瀞判LL養成鋼

習会を数IiIlにわたり災施した。また、

７月の全日本ウエイトリフティング選

手権大会に選手を送るとともに、競技

会遮営状況をIIL察するために役tlを派

述した。

協会として[IilHKに避乎を送りⅡ}すのは

初めてのことで、代我迎乎の巡秒は２

度のｒ退会により、次のとおり決定し

た。

監督161本ｉＩ災(Ⅱ本鋼符）

協会創立に至る経mi

lwb1ullm体まで２』IﾐあまりのIlil和３０

年､ⅢIAlffjLの爪lit挙げ愛好帝たちが、

柳IU1ⅡＭにも協会をつくろうと呼びか

け、昭和30年10月に吉野道正(伊東市）

鞭IMIﾒﾘｲi志が伊東市に染まり、静岡県

ウエイトリフティング協会を結成し

た。ついで11本ウエイトリフティング

協会lIiぴにIWlldllM体fi協会に力IllHlilWW

をし、ｊ１１獅川はf11束iIiに価き、次のと

おり役11が靴ｲ［した。

会典麓井厚男(伊東市）

副会1ｔ吉野倫将(樹士官市）

JV1ﾘﾄﾞ｣ｔｉＬｉ野iiiiE(伊来市）

Ｊ】１１４Ｉｊｔ芥川昭？;(↑;｢士市）

広汎巡(焼Ⅱ1市）

111崎ilLiDIl(Millul市）

柵菜服笑(伊東市）

１２賀利夫(佐久１１１１町）

’'１ｌｉｂ邦雄(浜松巾）

ルｌｊＸ－夫(伊】〔ili）

しかし、協会はilUl6立したものの、肝

心な醜技IⅡパーベル鰯の器』↓はなく、

それに力Ⅱえ、術導稀がいない状態であ

った。そ二で当時愛知1Mにおいて第一

線で競技粉として活附していた佐久間

nJlII身の平賀*11犬(第８回同体Ｌ級優

勝)に饗』ガし､平賀のnIiijのバーベルと

桁導でlllIAI各地を】〔作凹地してもら

い、ウエイトリフティング瞳技の普及

をlXIった。協会を汝立したばかりで、

この年の第１０，Ｍ体には評頚不備のた

め進子を送り出すことができなかった。
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となり、県下初の一般用の練習塒を作

り､競技の普及発展に大きく役だった。

６月24日、東京台東区体育館でIlIlI1Mさ

れた第22,余日本ウエイトリフティン

グ遮乎楢大会で、Ｍ級に出刈）した三袷

定広は３位に入賞し、１１t界避乎Iiii代我

に選ばれ、９月、ハンガリー・ブダペ

ストで開催された世界選手柵に出場

し、１１位の成績を挙げた。また、２午

後の東京オリンピックの有力な険、避

手となり、翌年には強化巡手として什

郁の合宿練習に参力Ⅱした。

昭和39年

東京オリンピックが1111催される年を迎

え、５月17ｐ伊東市伊東西小でIiIlIIMし

た第18回県スポーツ祭には参加週手が

70名近くにのぼり、ウエイトリフティ

ング競技への１１M心が深まってきた。

８月2711、澗乎H1江ﾎﾞﾘIliでIlIII樅された

第23,余日本選手椀及び東京オリンピ

ック最終予選会にＭ級で出場した三袷

が２位に入賞し、大会終了後の選考会

において栄えあるオリンピック日本代

表に選ばれた。

l0lIl4II來京オリンピック･ウエイト

リフティング競技３１JⅡ、三蛤は多く

の本県協会関係者の兄守る''１でＭ級Ａ

グループに冊場し、Ｐ120kg、Ｓ132.5

kg、Ｊ１70kg(n本新)を挙げ､常々５位

に入賞した。

オリンピック選手の挺龍は本Ⅲウエイ

トリフティング史上大きな足跡を脱す

とともに若い選手のⅡ標となった。

昭和42年

２月、高校生を対象とした初の鋼料金

が、講師に金子矩久氏を(明大)迎えて

吉原工業高校でIlllさ、技術lf1上に大い

に役立った。

５Ⅱ、第２l1IjILqスポーツ祭の参bⅡ週ｆ

は100名を越え､楓ﾂl:111での全IqiWi枕総

体では本県選手が多く入賞した。商校

はようやく全国的なレベルに逸した。

昭和44年

８月２Ⅱ群馬IH藤岡商校でIlH価された

第1611J1今回尚枚総体Ｆ級にｌｌｌｊルした]ｉ

ﾂﾞﾄⅡ､桁(東海大]菰)はＰ75kg、Ｓ82.5

kg､Ｊ１07.5kgを挙げ､初優勝を飾った。

これは本県ウエイトリフティング史上

初の高校チャンピオンの謹生で、協会

関係者を喜ばせるとともに]i井は将米

の大選手となる１１.鰻を兄せた。この功

績で肺岡所1111スポーツ優秀避手債を受

賞した。

昭和45年

10月の第25回浩手国体にＢ級で出場し

た滝戸篤(節岡商教諭)は、第161011秋１１】

国体以来10年連続出場を果たした。１Ｍ

ｈｉｍ，

昭和32年胖岡国体、Hlm手団(中央一魁本監督）

第１回肺岡県ウエイトリフティング競

技大会を８月30日、佐久１１１１町佐久Ⅲ小

で行った。

10月26日より東京でIlIlIlMされた節141''１

１五1体において、Ｍ級jl4fI(利犬、１１級１１

村一般が３位に入徹するとともに他の

選手もよくfLIlllし、総合成績８位と協

会設立以米、初の天兜杯i(卜点を獲得し

た。この大会でFe級に１Ｍ》した三拾定

広(佐久I111iIii>はＳで90kgのⅡ本iWi校

新､Jl20kgのiWi枕タイNC鰍をマークし

た。

昭和35年

第15回国体では、MII級で辻宗柏が５

位に入賞しただけで、他の選手の記録

は低調であった。

昭和36年

５H2１日、lifli1市城内'1,でlⅢ{附した姉

15回IIilMlll1スポーツ祭において、Ｍ級

三袷定広(lﾘI大)は､Ｓ117.5kgの日本タ

イ記録をマーク、１０Ⅱの鋪16回秋111同

体では120kgのﾛ本所紀録を樹立し、３

位に入賞した。

また、県内各地にクラブがつくられ、

競技者の技術力｝itのliIl上がみられたjIK

であった。

昭和37年

３月の理事会において、次のとおり新

役員を選任し、事務1,0】はiNUil市に移し

た。

会奨兼岩元城(liili1ili〉

IliII会焚岨i)（珊産(佐久|Ⅲ町）

深i尺灘(肺1Bilili〉

班事焚’'2質*11犬(佐久|ⅢnJ）

ＰＩｉ務局沢人育ｿI(miIUqIii）

（理事賂）

静同市八幡町に雑岩元城公jと鞭が'''心

によ')熱職を隅ＩＩＩＩＬ、愛知県が第１回

優勝を手にした。この大会では高校生

ながら、Ｍ級で１Ｍルした伊東高校の鈴

木述也が商校新肥鰍をマークした。

昭和33年

３Nの｣U1pll会で次のとおり、新役tlを

巡係した。

会災吉野倫将(岱士寓市）

lilI企及街城邦夫(11本鋼管）

百lFljuj[i旧(伊東市〉

班耶｣＆柴Iuili(Wi水市）

（FMPIInif）

７，３１，より、秋ｍｌｌｌ山三l:体育鮒にお

いて|lIlIHされた、第５回全国高校総合

体育大会にliilIulniii核、伊東商校が初参

加した。

10月23日より術II11IlifWIl010学校体育館

において1ⅡllIMさｵした姉13厄Ⅱ却体には、

Ｍ級ＷＵ利犬､Ｈ級１１０村一蛾(自衛隊小

111)がそれぞれ５位に入賞する健闘を

した。

昭和34年

３月の理珈会で新役員を、次のとおり

週任し、ＦＭ)川は澗水市から伊東市に

移り、伊〕K巾役jiIr内に侭いた。

公氏佐臘ｉＩｉ－(伊東ili）

Ｂｌ１ＪｌＩ災１２Bｉ（利犬(佐久''１１町）

小務局ｌｌｉｉ政雄(伊東市〉

（理plIHli）

６月411岐jillⅡ｣:岐市I:岐津小学校で

IIMI1Mされた節３Iml〕1[海InUH大会には、

13名の避手を送り、行階級に好成績を

挙げ、本Ⅱ1は初優勝を飾った。

この年、ｉｎi枚ウエイトリフティング競

技が商校体ff迎盟に正式力Ⅱ盟し、第７

凹陥IiillM商佼総合体育大会に参加し

た。

１０ｓ



不務局大腿一期

(ｉｉｉ水市）

（JmZIF略）

８１１、北九州TIiでの姉

21回会Iml獅校総体にＬ

級に出岨した平lldlﾉＪ

(東海大工商>が、２年

生ながら初優勝を飾っ

た。

昭和50年

７月の節351(１１余11本逝

手柵において、Ｂ級で

出柵した玉)|:ｹ1.ifl(Iiト

IliIIilT)がＳ110kg､Ｊ１４０

ｋｇの好記録で初優勝を

飾り、９月161Jモスク

ワiIiレーニンスタジア

ムでＩｌＨＩ川された肚界巡

乎llljに111期したが、Ｊ

で失格してしまった。

８月、山梨ＩＭＢ川高校

において1M]催された第

２２回会同商校総体での

３月１８Ⅱ、ソビエト・ビルニューススポ

ーツセンターで開催されたソ連国際友

好杯大会に日本代表として60kg級に出

｣ルした玉井昇拾(1M営草麺体育館)は、

世界の強豪相手に錠々５位の入賞を果

たし、５月の鵬スポーツ祭において、

Ｊで日本記録に５kgとせまる150kgの

Ⅱ1新記録をマークした。

７月９ｐよりブルガリア･ソフィア市

でIlIIlIMされた第３回ジュニア世界選手

柵大会において、５６kg級古屋哲男(法

大)が４位､75kg級平岡力(Ⅳl大)６８位

入賞する健闘を見せた。

７月29Ｈ、フイリピン･マニラ市におい

て第１回国際アジア選手権大会が開催

され、４８kg級に佐久間一也(中京大)が

出M1し、Ｓ75kg、Ｊ90kg、T165kgで優

勝した。国際大会での優勝は111協会史

｣:初の快挙であった。

1011の第３２回ｉｆ森同体には7人出場し、

５人が入賞した。

昭和53年

３月の翻事会で会長に消水市議会議長

及、徳太郎が就任するなど、新役員を

次のとおり、退任した。

公及及川徳太郎(淌水市）

理１F及施戸鱒(満水市）

耶務同大塵一馬(澗水市）

（理事路）

第33回災野図体では、成年の部60kg級

F1《弁が６位、７５kg級平岡が５位、＋110

kg級鈴木勝(鈴賊商店>が４位と成年の

部は腿1911を兄せたが、iWi校生が不倣に

緯わり、天皇杯得点は獲得できなかっ

た。

10月26Ｈより、ハンガリー･ブダペスト

でIlllll1されたパンノニア大会には日本

代表としてⅢ弁が出jルし、４位入賞を

果たした。

昭和54年

l0j1の第34回宮崎国体では56kg級玉井

が６年ぶりに優勝し、６０kg級古屋哲男

は、３年ぶりの国体出場にもかかわら

ず７位に入賞､７５kg級平岡、＋110kg級

鈴木は４位入賞し、成年の部３位、総

合６位と好成績であった。

昭和55年

７１１３Ｕ箕出穂太郎会奨(清水市議会

鍍及)が急逝し､消水市入江小講堂で葬

俄がしめやかに営まれた。

10月の第351m栃木国体では、５２kg級佐

久Ⅲ]４位、５６kg級とE弁４位、82.5kg級

fIAlMI2位､＋110kg級鈴木３位と成jIiは

昨年にﾘ|き続き健闘したが、iWi校生の

不倣により天皇杯11卜点は獲得できなか

った。

昭和56年

東京オリンピック、三錨(現金子)定広迎手Ｊで日本新妃蝿東海大工iiiiチームの活

柵はめざましく、Ｂ級

iii膿灯り)、Ｍ級乎1101力が優勝、Ｆ級佐

野政1Wが３位入賞し、学校対抗地優勝

となった。

10月の第30回三菰国体でも満校生がiiIi

Biiし、Ｂ級古瞳、Ｍ級平IlnlIdi避手が全

図高校総体に続き優勝、ｉ１１校２冠にlil（

き、Ｆｃ級佐野６４位入慨を染たした。

一般も玉ルが２位に入職するなどllE1lII

し、総合成績６位と1M協会史ljIlnlWの

成績を収めた。

昭和51年

２月の県公式記録会において、ｉｎi枚Ｍ

級平1111]がＪ150.5kgの[1本間校新ilu鮎

をマークした。

４几薩沢iliにおいてINI(１Ｍされたモン

トリオール･オリンピックIIL終了退会

である第36回全Ｕ本避乎柵大会では、

Ｂ級優勝の筆頭にあげられ絶好調だっ

た玉井は、Ｓでつまずき、２位に５ｋｇ

錐の４位となり、オリンピックｌｌＩｊルを

逃した。Ｆｅ級には鈴木賊がllljルし、４

位と腿IMIした。両選手は6,1011、ソ

ウルで'１１１催されたＵ蝉対抗に出棚し、

良い成績を収めた。

６月６，よりポーランド・グダニクス

市でM1催された第２１Ⅱ|ジュニア|M界避

手椛大会において、Ｂ級lli脇が７位、

Ｍ級h1AIU1lが８位という成縦を収めた。

ｌ１ｊ１５Ｈ、横浜iliでI1IlllIされた苑２１m１

，１１$親善大会にはＢ級で出期した｣訓：

が優勝を飾った。

昭和52年

枚21；を桁導しながらの10年巡統'11体ｌｌＩ

ｊ&は償撤に伽するものである。

この年、醜技,＃i枚はill沖学[側高校を加

え９校となった。

昭和47年

３１１のFWI$会において、10年にわたり

公｣とを筋め、’１HIHのウエイトリフティ

ング鱗状艸及苑鵬に雄力された】隙ＩＪＣ

城会1tがjuﾑｲF、所しい役止Ｉを次のとお

り巡任した。

公艮鈴水神六(澗水市）

岡1PIF此iilLﾉｰｉ鰯(iIIi水ili）

しＩＦ筋川大腿－４１９(i什水iIi）

（JII1llI略）

昭和48年

７月2811､鈴木jUf六会1ｔが急逝された。

10月の筋28回千蕊['11体には、亡き会奨

の-fJuでFe級で出塒した鈴木戦(０１１京

人)は遺影を侍って'１１１会式の行進をし

た。公｣ｾｲくれのままロ体に参加した本

I咄迦-1KＭは、亡き会｣とへのlUtとばかI）

皿IlI1し、Ｂ級ＪｉルⅡ､ifIが初優勝、Ｆ級

坪井彰、MII級鈴水域jilがそれぞれ５

位に入賞するなど、総合８位人賞を果

たした。ｌｉｌｌ:の優勝は国体での県協会

設立以米初の優勝であった。この年は

I〕NilZ1がなくなったｲﾄﾞでもあった。

昭和49年

３ⅡのjU11plI会で新役11を次のとおり、

逆催した。

会」とｊﾄﾞ１Ｍ利夫(佐久III1IHI.）

pl1`１１卜｣とＩＩＥ）6耐(桁水巾〉

lＯｅ



閲したが、怪物砂岡の壁は１１ハ、２位

となり、ロサンゼルス･オリンピックに

続き、符杯をなめた。

８１】の企I副高校総体、１０)lのjiWIlIIli1体

とも本Ⅲ勢は不恢だった。

平成元年

８Ⅱ、徳島I(｛上板町で１１Ⅲ１Nきれた姉３６

IIU1全図商校総体において、本lI1illil1学

団チームは大健闘し､＋110kg級白幡和

久が優勝、67.5kg級安lH雅伝が優勝折

とliiIiid鰍ながら体１１t差で３位、６０kg級

水上蝋退乎が４位、５６kg級大il1ir範が

２年生ながら８位に入賞するなど､股校

対抗砿優勝であった。IIHｲlI50fI晶の來梅

大工高以来実に14年ぶりの快挙であっ

た。１０月の[Ｈ１体は成年は大学L|;'１１心で

臨み、上位入賞を狙ったが優勝0典Niの

（I橋が失格し、下位に11:まる。

８１~125Ⅱの鮴[副での節1]'111Ⅱ靴ユース

大会にⅡ本代表選手として｢｣橘巡手が

出場したが２位に終わった。

平成２年

３月の理事会において、新役乢が次の

とおり決定した。

会」と松前仰(i什水iIi）

理`1mと鈴木沸久(柵水Ili）

Ｔｌ｢勝ＩｊｊＩ:出脚犬(１打｣:ili）

（理事ﾛﾊﾞ）

余|到商杖総体を１午後に控え、滝〆鯆

(ilf水工高教)が中心となり地MiにＩｉ１ｊ

け、慌ただしい年であった。

10)jの第451ulIHillhllll体において＋110

kg級撫、敏ﾘＩ（Ⅱ大)は、Jl93kgを挙

げ、大学新誕録で種Ｕ優勝した。

12月、埼玉県ｉｒスポーツセンターでIIM

I1Mされた第36[J1全日本大学対抗選手橘

大会において本県{Ⅱ身の82.5kg級杉111

蛾(11人)、＋110kg級淋｢I鮫ﾘ)(１１ｋ)が

共に優勝を飾り、２fIX巡統６１奥１１のⅡ

大総合優勝に大きくl:i;IMLた。

平成３年

８月２日より５日の４Illlllにわたり、

本県清水市日の出センターにおいて鋪

381111余Ilil商校総体が「感lijlは、いっし

ょうけんめいの、熱い風」のスローガ

ンのもとに１１１ⅢMした。１１(IhI32ｲIiの''１体

以米の会Ⅲ入会であり、ｉ細卜迎、協会

一・体となって入会の成功にIiIIけﾉﾎﾟﾉ）し

た。入会終了後、快適な会jﾙ、適切な

巡肯弾入会関係者からお虚めの汀蝿を

いただき、役目一同苦労が縦われた思

いであった。

地尤|Ⅲmiであったが、参hII巡丁･の成紬

は75kg級佐野哲也(i｢{il1`､例M1ni)が、６

位人賞を来たしただけで、他の迦rは

不振に終わった大会でもあった。

７mの全日本選手樅人公において、

kg級で{11場した平岡力は優勝したが、

オリンピック代衣は見送られ、雌終避

秒会となった５月の国際スポーツフェ

アにおいて失格し、オリンピックＩＭＩ

に沢をのんだ。

８１１，秋1Ⅱ111での全国ibi校総体では、

67.5kg級の太田直志(東海大工iWi)のｆＩＬ

優勝をはじめ、４人が入賞した。

10月、第39回奈良国体では82.5kg級平

１N](ifWkiIiiW防暑)の優勝をはじめ、成

年、少ｲﾄともにllljルした避乎余tlが入

賞を来たし、総合４位の好成織を硯し

た。

昭和60年

６Ⅱ、Ⅱ｢１１友好大阪大会に、82.5kg級

11本代災として出場した平１１Ｈ１はiIA機

1腺、’１１１１友好鳥取大分に52kg級で}11｣ル

した化久1111-．也(浜松ili今圷小)は優勝

した。

８)l、布川県珠洲市での全I刊iWi技総体

において60kg級で出場したが野座樹

（吉原Ｌ高)はＳ２位、Ｊ２位、Ｔ３位

と鯉lN1した。

1OIIの筋40[ﾛL[狐(1却体では、７人ｌＩｌｊル

し、５人が入賞を果たしたが優勝倣朋

の一ﾉﾘであった60kg級祥野の火Wfなど

があり．天皇杯得点瞳{【｝に張らなかっ

た。

昭和61年

４）Ｉ５ｎ、l111fl･常州iIiにてＵ中次lIf人

公がI1I1II1iされ、９０kg級ロ本代災として

jl4llhlがｌ１ｌｊルしたが、２位に終わった。

５Ⅱの鋪461m１分11本選手樅、1011の111

梨lL1体において90kg級優勝を飾る。

８)]、iiy33回全国高校総体はlIIlllII卜

IHliIjでⅢ１１Mされ､60kg級小林尚(沼ilt学

IiIini)が４位．９０kg級杉111和翠(東海人

」ﾕini)が６位と随間したが全体的に成

紙は不恢であった。

昭和62年

３N2111,県公式妃鰍会を束iiF大｣:ｌＷｉ

でⅡⅡ催し､100kg級溝ロ敏男(吉11i(｣４，Wj）

が､Ｓで128.0kgの日本高校新記録をマ

ークした。

３１l27Il姉21,全1玉Iiiii枕避抜大会にお

いて､67.5kg級に11Mルした小林iＨ１(irlilI

判削iiii)はＳ110kg、Jl30kg、T240kg

で初優勝を飾った。

７，の第47回全日本選手権大会におい

て90kg級にlLH場した平岡は、４年ぶり

２１史Ⅱの優勝を、１０Ⅱの第４地I沖靴１K１

体で690kg級で、２ｲﾄﾞ述統健勝を飾っ

た。

昭和63年

５)1.Ⅱ〔点において第241且Iソウル･オリ

ンピック入会代表選考会がⅢ催され、

本111からは82.5kg級に12岡がIIljルしＩＩＬ

５月の第411,1全Ⅱ本選手権大会雑第ｌ６

１ｌＩｒｌ称親蕃大会において、82.5kg級に

n本代我として出場した平岡が初優勝

した。また、６月札幌市においてIＩⅡ１１（

された'１１１１友好大会においても82.5ｋｇ

級で優勝を飾った。

WIIiIIは、８Ⅱ、名古屋市で開催された

第13回アジア選手権大会において82.5

kg級３位､Ｊ１80kgで銀メダルを獲得し

た。

lOllの節361Ⅱl滋測l到体では、成年52k月

級佐久１１１１３位、８２５kg級平Ilql2位、＋

110kg級鈴木３位と上位入賞を果たし

たが、優勝険Niの一角であった56kg級

玉ルが失格し、悲願の成年の部優勝は

夢と終わった年であった。

昭和57年

５１１９ＩＬｊｌ〔獅大1弓iWiにおいてiinlOIl肺

llhlIMウエイトリフティング巡乎柵大会

を１１Ⅲ脳した。

１Ｍの第37回島根'五１体において、５２ｋｇ

級佐久間３位、５６kg級玉井５位、８２．５

kg級14岡初優勝､＋110kg級鈴木４位と

大腿閲し、成年の部初優勝を飾った。

総合で６，４位と、体でのlI1MI全史_上

jll(断の成1hMを狐した。

このｲ１K、第４２回全11本選手樅、第l9IhI

社会人進乎柚､82.5kg級平11Wが優勝し、

9Ⅱユーゴスラビア・リュプリアナでの

姉361｢illⅡ:界巡乎椛に1h場し'3位の成績

を収めた。５１１、imi【I1ilでの第l71JiI肺日

親神大会52kg級に１１本代表として１１Ｍル

した佐久１１１１は初優勝を飾った。

昭和58年

７mの姉43回全11本選手権大会に90ｋｇ

級で111塒した平岡は初優勝を飾った。

８Ⅱ約1｢膿iIiでの全国滞校総体では、

90kg級佐蝉定勝(沼il1学同商)が５位、

100kg級巡藤秀(古原工iiii)が７位に人

徹しただけで全体に不握であった。

1011の１１#｣9m体では82.5kg級平|M1が２

ｲﾄﾞ辿統の優勝をはじめ、成年選手は全

t１入撤し７位であったが、商校蛎が不

倣に終わ')犬ｎ杯１１卜点を礎得できなか

った。

昭和59年

３ⅡのjM1i公において、４年IHI空(｣で

あった企及に衆議院議員松liii仰が靴ｲＦ

するなど新しい役員を次の通り選任し

た。

会」上松Iiii仰(清水市）

nI11I1&iiulr姉(ifi水｢Ｉｉ）

JlIfjilルルlllflT犬(?ﾊr=上,Ii）

ＯⅡ１１(略）

４)１，節441ｍ全日本選手権大会〕【ロサ

ンゼルス･オリンピック代表選考会が

jiIiZIKlIlIzl色巾でIIllIIfされ、減髄して7５
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＋110kg級に出塒したiMfUはJ201kgの

Ⅱ本新腿鰍で優勝した。

1011の;ii46IuI石川同体において成年

82.5kg級T330kgの好胆鍬で杉111磯が、

＋110kg級ではT350kgの大会新で獅、

敏ﾘ)がともに初優勝した。

12月、茨城県でlIIII11iされた第23II1Iアジ

ア避乎樅大会に82.5kg級11本代表で出

塒した杉111蛾は３位に5kg差の４位で

銅メダルを逃した。

平成４年

４１】、、''111でのアジア迦乎柵大会には

本ＩＩＬから82.5kg級杉11脳!《､＋110kg級櫛

、散り)の両巡乎がⅡ本代表として出場

し､パロセロナ･オリンピック標準組録

突破を狐ったが、杉１１１４位、ｉＪＩｍはＪ

で失格し、オリンピック出珊の望みは

絶たれた。

10)lの111形lIil体は少年60kg級樅松ｳi5桁

(iHil1学ⅢlHi)３１１k,52kg級杉iWl沖(in禅

学IHI断>がＳ４位､成年82.5kg級杉山が

２位、67.5kg級水上栄(ｎ体人)が７位

と腿閲した｡絶好鍋であった＋110kg級

ilWIlはS160kgで優勝した｡得意のＪで

lI1IAlで初めて200kgからスタートした

が、腰を術めて失桁したのが卿さ、ｌ：

位入賞ができなかった。

平成５年

３月のpMrIf会で次のとおり新役、を選

任した。

公」上松Ｉｉｉｊ仰(淌水ili）

Ｉ１ＭＩ１ｉ此ルｌｌｌ１ｒ夫(1N士,li）

’１１勝Iji企１１Ｗ鯉犬(iIIi水11i）

（理1$IIin

第58回lI1illhⅡ111体内定

平成15年に２巡Ｈの鋪58回IHilUill創作の

11IlIlKが内)iZした。

８)]の筋401111余milli校総Hgでは、５９ｋｇ

級杉Il1iliWi(illl殿塒Ilj1Wi)が５位、９１ｋｇ

級岩崎宇枯(iUilI学M1IHi)が３位に入賞

した。

10月の第48回来四国国体おいて、少年

59kg級杉山が５位、９１kg級岩崎がＪ

１47.5kgのｎ本高校新妃鈍を出し３位、

99kg級太田健一(東海大工ini)がＪで３

位、Ｔ５位と随閲した。

成年664kg級水上崇(日体大)が６位、

70kg級渡辺良1%(法政人)が６位、８３ｋｇ

級杉山崇がＳ142.5kg、Ｊ１775kg、T

320kgの日本新記録で２回目の優勝､＋

108kg級禰口がT360kgのＨ本新妃鰍で

優勝するなど、分11が入賞し、総合成

績４位という溺珊らしい成織を硯した

年であった。

〈女子リフターの餓塒＞

ウエイトリフティングに興味を持ち、

沼津学倒商の勝亦恵一の指導のもと断

校２年生の途$|'から競技を始め、本fIi

肺岡県で初めての女丁･リフターとして

)|:出智子(Ⅱ大三KbiHi)が笠｣ルした。

この年、淑口がスポーツ分野での蝿か

しし､功績でパロセロナ･オリンピック

で水泳平泳ぎ200ｍ金メダルを獲得し

た岩崎恭子とともに陥岡lMIlkfii蚕、会

表彰を受けた。

陪級変匹がされた年でもあった。

平成６年

１月第421mlIiPIlhl新1111･ＳＢＳ肺111]放込

スポーツ賞に、平成５年の国体で成年

83kg級杉山崇､＋108kg級の潔｢】紋ﾘ)の

両選手が受賞した。

広血bアジア大会鹸終ｆ遊金を雑ねた姉

541111余Ⅱ本巡乎樅大会において、８３ｋｇ

級杉ⅡI蛾(オサコー処,没)はⅡ水,12鰍で

優勝し、アジア人会ｌｌｌｊ９の切符を手に

入れた。

＋108kg級櫛口はＪで失格し､無念の狐

をPのんだ。

広岡でのアジア人会に多数の本1M協会

UAI係材の兄《〕:る010で１１Mルした杉１１１は４

fIK前の雪騨を10ル、３位以内の入賞を

めざして健闘したが、７位に終わる。

10月の国体では成年十108kg級で出場

した灘ロが節岡県選手団の旗手を務め

た。８３kg級杉山が２連覇、＋110kg級騨

Ｕが５位､少年83kg級商僑鵬正(沼津学

UMi>が３位、５９kg級堀江俊光(in津学

側jWi)が６位と飽闘したが唾総合成績は

上位入賞に至らなかった。

平成７年

５H30Il、iiil出I1Ml到体準備委員会総会

で平成15年の第58回IHI岡同体の競技別

Ⅲ１１M地ウエイトリフティング簸技は１Ｗ

水Iliに決定した。

３１]の会'１１迎抜大会では108kg級石野

楽央(iif水工商)が３位に入賞。

６月の県高校総体で沼津学園高校が、

各階級とも上位入賞調を多数誰出し、

学校対抗15迎覇を果たした。沼ilt学園

iWjの跡いばⅢ内ではまだまだ｣こまりそ

うもない。

８）Iの全llR1il)i枚総体は、沼津判刺商の

59kg級iii地良真が３位、６４kg級保坂徹

が６位、８３kg級工藤基弘が７位、９１ｋｇ

級水Ｕ英偏が４位と澗踊し、沼津学圃

商が学校対抗４位となる。９９kg級の石

野は６位に終わった。

７１１１５Ⅱポーランド･ワルシャワにお

いて１１１１１１Mされた第２１回ジュニア世界選

手libには岩崎宇信(法政大)が99kg級に

出場し14位に終わる。

10月の第50回福島国体において、成年

83kg級杉山が３巡覇｡＋108kg級淑口は

３位、少年59kg級前地が４位、９１kg級

水｢】が４位、９９kg級４位と随１９Mしたが

総合成績の1位入賞に衆らなかった。

〈現役員＞

会健松前仰

EII会父望月厚司滝戸薊

ｎＭｌｌＩ災井出哲夫

nMjlF勝亦懇一平岡力

金子矩久鈴木勝
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